
第１０７図 江川南遺跡５号住居跡（１／６０）炉（１／３０）
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第１０８図 江川南遺跡５号住居跡遺物出土状況・江川南遺跡第２３地点土坑（１／６０）
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No. 平面形態 土坑確認面 底面 深さ 礫範囲
赤化 完形礫（％）

備考
礫数 重量 個数 重量 個数比 重量比 個数 重量 個数比 重量比

１ 隅丸方形 ７８× ７４ ５０ × ２６ １０ ６５× ５０ ４９ ３６６５ ４ ５３５ ８．２％ １４．６％ ５ ９００１０．２％ ２４．６％ 土器片１点

２ 楕円形 １３５×１０５ ５０ × ３３ ４４ １１５× ８０ ５４０ １８５００ ６０ １９８０１１．１％ １０．７％ ２５ １４５０ ４．６％ ７．８％ 土器片１点

第１０９図 江川南遺跡第２３地点集石（１／６０）

第５８表 江川南遺跡第２３地点集石一覧表 （単位�・�）
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第１１０図 江川南遺跡第２３地点ピット（１／６０）
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第１１１図 江川南遺跡第２３地点溝１～３（１／１００）
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（６）５号住居跡出土遺物（第１１３、１１４図１～４８）

１は炉内埋設土器であり、口縁から胴中部までを遺

存し、口縁部は８０％を欠失し推定口径２８cm・遺存部

高は１９cmである。口縁部文様帯は、隆帯による下向

半円形と三角区画文で、隆帯裾と区画内に押引文を入

れるが三角押文に近いものもある。頸部素文帯下の胴

上部文様帯は横帯区画で、平行四辺形と三角形の区画

内に２列の三角押文を巡らす。胎土に白色軟質物質を

含み、整形・施文は入念で焼成は良好であり、赤褐色

を呈する。新道式新相である。

２は小深鉢の口縁から胴上部までの３分の１を遺存

する。幅広い口縁部文様帯は半円形と長い山形区画文

を基調とし、区画内は隆帯沿いに２列の押引文を入れ

る。区画接合部には、突出した抽象図形をつくる。胴

上部文様帯は遺存部が少ないが押引文がある。胎土に

は角閃石、石英粉末、白色軟質物質を含み、暗褐色を

呈する。新道式新相といえる。

３は口縁端部を欠失し胴部までの３０％を遺存する小

深鉢である。口縁部文様帯は三角区画文を基本とし、

素文帯と文様帯の区画は幅広押引文である。胴上部文

様帯は横帯文で三角・逆三角の区画内側に三角押文を

配する。新道式新相である。

４は口縁部を欠く小深鉢で、胴中部文様帯は、三角

形・逆三角形区画を連続させるが、区画内には隆帯裾

沿いに幅広押引文を加える。胴下部文様帯は６個の楕

円形区画文を巡らすが、区画隆帯内側に三角押文を入

れる。文様帯間に細かいRL縄文を充填する。焼成良

好、赤褐色を呈する。勝坂第Ⅱ様式（藤内式古相）。

５は口縁から胴中部までの４割を残す大深鉢である

が山形無文口縁で、口縁部を器形的には区分しない。

波状口縁下の口縁部文様帯にあたる部分は細かいRL

縄文のみで口縁との境には波文を入れる。胴上部文様

帯は横位の楕円形区画であり、区画内は幅広押引文と

波状文である。勝坂第Ⅱ様式である。

６は浅鉢の底部で、胎土に白色粗砂粒・白色軟質物

質と若干の金雲母を含む。阿玉台Ⅱ式。

７～１４は胎土に金雲母を含み、７は高い三角隆帯を

垂下させ、８と９は三角押文を基調とし、１０～１２は複

第１１２図 江川南遺跡第２３地点溝３・４（１／１００）

139Ⅱ 遺構と遺物



列の三角押文をもち、１３は波状文、１４は貼付垂下に特

色がある。いずれも阿玉台Ⅱ式である。

１５は扇形把手片でラフな押引文をもつ。１６は口縁に

押引文列をもつ浅鉢で、１７は押引による波状文に特徴

があり、１８は胴下段の楕円形横帯区画で隆帯裾に連続

三角押文を入れる。１５～１８は新道式新相

１９～２４は隆帯裾に幅広押引文を入れる類で、２５は筒

形深鉢片。２６は胴中部の貼付垂下文下部である。１９～

２６は藤内式と言える。２７は口縁に刻目文を入れる浅鉢

口縁部片、２８は粗製深鉢の口縁部。２９～３２の深鉢底部

のうち、２９には押引文があり、３０は底近くの隆帯上に

刻みを入れる。３１の無文深鉢底には編物痕がある。３３

と３４は幅広押引文と波状文のセットで３４の隆帯上には

C字形の刻目をもつ。３５～３７は筒形深鉢の胴部文様帯

で、縦長区画を基本とし刺突を加える。３３～３７は勝坂

Ⅱ式藤内式段階といえる。３８は隆帯部分を欠失する。

３９は深鉢底部で、胎土に金雲母を含み、２次被熱によ

るハジケ現象が内面に著しい。４０と４１は側面調整の著

しい土製円板で、４０は地文縄文、４１は波状沈線をもつ。

（７）集石・土坑・ピット出土土器（第１１４図）

１は集石出土で隆帯裾に幅広押引文をもち、もろく

灰褐色呈し蒸されたことを示す。２と３は土坑１出土

で、２は三角押文列が３は複列の短い角押文をもち、

勝坂第Ⅳ様式。藤内式。４はピット１２出土の筒形深鉢

片。５と６はピット１３出土の無文底部である。

（８）遺構外の土器

１は押引文のほかに三角押文を押引いた波形をもつ。

２は口縁下に三角押引文と半月状沈線。３は幅広押引

文と鋭い三角押文のセット。４と５は堅い焼成で、６

～８は幅広押引文。９は小型の筒形深鉢である。１０～

１２は隆帯上の刻目文をもつ。１３は隆帯上にC字形爪

形文、１４は蓮華文をもつ。１５・１６は隆帯による区画内

に沈線列をもつ。１７は無文の浅鉢、１８は爪形文の小浅

鉢。２０は三角押文による波状文がある。１８～２１は胎土

に金雲母を含み、阿玉台Ⅱ式新相。

１や２のような新道式新相から藤内式新相がある。

３～８は藤内Ⅰ式、１０～１６は藤内Ⅱ式である。２２は脚

状土製品で胎土に石英粉末と金雲母を含む。時期不明。

遺構外の細片は割愛したが、勝坂末期や加曽利 E式

の破片はない。

（９）江川南遺跡第１号住居跡（参考）

１９７７年に町史（旧大井町）編さん事業の一環として

発掘調査された住居跡である。

【位置】調査区の西、福岡江川の３０m南に位置する。

【形状】全面を検出した。平面形態は円形を呈し、規

模は主軸方位の南北方向で５．４m、東西５．３m。確認面

から床面の深さは３５cm、壁は若干緩やかに立ち上が

り、床面はほぼ平坦である。

【炉】炉は深鉢を転用した埋甕炉。径５０×４０cm・深

さ２５cmのピットに口縁部と底部を打ち欠いた土器を

埋設する。炉体土器は狢沢式。

【ピット】１４基検出し４基が主柱穴と思われる。

【時期】炉体土器から勝坂Ⅰ期。

遺構 № 種別・器種 口径・長 底径・幅 器高・厚 重量 技法／文様／その他 推定生産地 推定年代 残存・備考
５号住居跡 ４２ 打斧 １１．２０ ３．７０ １．４０ ６４．４５ 砂岩 縄文時代 P３ No．２
５号住居跡 ４３ 打斧 １１．５５ ３．９５ １．５０ ８９．１８ 砂岩 縄文時代 P３ No．１
５号住居跡 ４４ 打斧 １２．１５ ５．５５ １．８５ １３１．６２ 砂岩 縄文時代 P３ No．３
５号住居跡 ４５ 打斧破片 ９．３０ ６．２０ ２．３０ １３３．６７ 砂岩 縄文時代 No．８５、基部欠
５号住居跡 ４６ 石鏃 ２．２ １．５ ０．３ １．０２ チャート 縄文時代 No．３４
５号住居跡 ４７ 楔形石器 ２．４０ １．９０ ０．９５ ３．３２ 黒曜石 縄文時代 No．１０７
５号住居跡 ４８ 楔形石器 １．３０ ０．９０ ０．４５ ０．４９ 黒曜石 縄文時代 No．３３
溝３ ７ 石鏃 ４．００ １．５５ ０．５０ ３．０２ ホルンフェルス 縄文時代
遺構外 ２３ たたき石 １１．２５ ４．４ ２．８ ２２７．８４ 砂岩 縄文時代 No．６、No．２
遺構外 ２４ たたき石 １０．０ ４．６ ２．６５ １８７．８１ 砂岩 縄文時代
遺構外 ２５ 楔形石器 ２．０５ ２．００ ０．５５ １．４７ 黒曜石 縄文時代
遺構外 ２６ 砥石 ［３．７９］ ３．０６ １．３０ ２６．８表裏側４面砥面。 凝灰岩 中世～
遺構外 ２７ ガラス製品／おはじき １．７０ １．５３ ０．４８ １．８３型押し成形／青色・透明／気泡あり。表面に皺。 近代 完形
遺構外 ２８ ガラス製品／おはじき １．５６ １．４２ ０．３６ １．２５型押し成形／青色・半透明／表面に円形のくぼみ 近代 完形
遺構外 ２９ 土製品／碁石 １．９６［１．７６］ ０．５９ １．８９手捏ね成形／白色顔料微量付着 在地？ 近世 一部欠
遺構外 ３０ 鉄製品／鎌 ［７．０９］ ２．９５ ０．３３ １１．９８ 切先破片
遺構外 ３１ 鉄製品／釘 ［７．１２］ ０．５７ ０．４８ ４．４８角釘 頭部欠
遺構外 ３２ 鉄滓 ５．０４ ３．４５ ２．２３ ２１．０８
遺構外 ３３ 銭貨・銅銭・寛永通宝 ２．２８５ ０．６５１ ０．１０７ ２．２１寛永通宝「新寛永」 元禄十（１６９７）年初鋳 完形

第５９表 江川南遺跡第２３地点出土遺物観察表 （単位�・g）
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第１１３図 江川南遺跡５号住居跡出土遺物�（１／４）
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第１１４図 江川南遺跡５号住居跡出土遺物�集石・土坑・ピット・遺構外出土遺物（１／４・２／３・１／１）
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第１１５図 江川南遺跡１号住居跡（１／６０）出土遺物（１／４）
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第５章 東久保遺跡第６４地点の本調査

Ⅰ 本調査の概要

調査は共同住宅建設に伴うもので、２００６年１０月１２日

から１０月２０日まで行なった試掘調査に基づき申請者と

協議した結果、開発の変更ができないため、原因者負

担による本調査を実施することになった。

本調査は２００６年１０月２４日から開始し、遺構を確認し

た範囲の表土を重機により除去し、人力による表面精

査で遺構範囲を確認した。遺構調査は人力で覆土を除

去しつつ出土遺物を残し、遺物出土状況図・土層図・

遺構平面図・調査区域図等を平板測量で実測、写真撮

影を行い、同年１０月２６日調査を終了した。検出した遺

構は時期不明の溝３条、柵列である。

Ⅱ 遺構と遺物

（１）溝跡

調査区北東で南北方向の溝を１５mに渡り４条検出し

た。溝１～３は本調査区の東側の１４地点検出の溝１と

北側の６地点で検出した溝６と連続しており、土地境

の溝と思われる。溝４は６地点の溝７と連続するが１４

地点では溝の続きはなくなり、柵列を検出する。４条

の溝は平行しており、土層観察では溝３→溝２→溝１

→溝４の順に新しく、西側から東側へ構築されている。

（２）柵列

溝と直行する形で柵列を検出した。東側に隣接する

１４地点でも柵列の続きを検出するが、溝の東側で北へ

曲がり溝と平行する。

（３）出土遺物

溝１から瀬戸・美濃産天目茶碗の口縁破片を１点検

出した。他に打製石斧を溝２と溝４から１点づつ検出

した。１は溝４出土の打製石斧、ホルンフェルス製。

７７．３�。刃部を欠く。

第６０表 東久保遺跡第６４地点土坑・ピット一覧（単位㎝）

№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

溝１ 断面逆台形 ３０～４５ １０～１８ ４９～３２
南から北へ向かって約２．５％
の勾配。天目茶碗破片出土。

溝２ 断面「凵」字形 ５５～９０ １５～３０ ３２～４２
南から北へ向かって約１％
の勾配。打製石斧出土。

溝３ ２５～（３０） １０～１８ ３２～４２

溝４ 断面「凵」字形 （７５）～ （５０）～ ７６ 打製石斧出土。

P１ 楕円形 ２２×２０ ２×２ ３６

P２ 不整形 ２８×２２ １１×６ １９

P３ 円形 ２６×２２ ８×８ ５４

P４ 不整形 ３４×１６ １１×７ ４２

P５ 楕円形 （２８）×２４ １３×１１ ２２

P６ 円形 ３２×２８ ８×６ ４０

P７ 円形 ３０×２７ ３×３ ４２

P８ 楕円形 （２２）×１８ （１４）×８ １３

P９ 楕円形 ３６×２５ １６×１２ ４５

P１０ 不整形 ２６×２２ １６×１２ ４４

P１１ 方形 １９×１６ １０×６ ２３

第１１６図 東久保遺跡第６４地点遺構配置図（１／３００）出土石器（１／４）
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第１１７図 東久保遺跡第６４地点溝（１／６０）
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遺 跡 地
点 所 在 地 調査期間

（）は試掘調査
面積
（㎡） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

東久保 １ 亀久保字東久保２８５－１他 （S５１．６．２９～５１．７．２７） １０，０００ 小学校建設 縄文：集石土坑６基、土坑３基、井戸２基、溝２本、縄
文土器・石器

大井町文化財報告第７集
東久保遺跡

東久保 ２ 亀久保２９３－１他 H６．１２．１９～７．３．２３
（H７．５．１８～７．５．２２） ２，４７２区画整理道路 中・近世：溝４本、ピット４、土坑２基 調査会報告第１４集

（H８．１１．１５） ２５ 水道管埋設 溝１本
東久保 ３ 亀久保２８４－１ （H８．５．２０～８．５．２９） ２７０学童保育所移設 溝２本、柵列１本、遺物無し 町内遺跡群Ⅵ

東久保 ４ 亀久保３６４－１ （H８．６．７～８．６．１０）
H８．９．２～８．９．４ ３２０区画整理道路 旧石器礫群１基 町内遺跡群Ⅵ・

調査会報告第１４集

東久保 ５ 亀久保３６６ H８．１１．２２～９．３．５ ３，３１４区画整理道路 土坑３基、中世：堀跡１、溝２本、ピット１ 調査会報告第１４集

東久保 ６ 亀久保２７１‐１

<A区＞H９．１．２０～９．２．１３
＜B区＞H９．２．２４～９．３．１９ ２，３０９

区画整理道路 縄文：落し穴２基、集石土坑１基、土坑１基、ピット５、溝８本 調査会報告第１４集<C区＞H９．７．２４～９．７．２５
<D区＞H９．８．６ １６８

東久保 ７（亀久保堀跡遺跡第１地点に変更） 調査会報告第１４集
東久保 ８ 東久保１８街区１２画地 （H９．７．２９～９．８．２） ３０５ 個人住宅 縄文：土坑２基、ピット２ 町内遺跡群Ⅶ

東久保 ９ 亀久保２７９、２８０ （H９．８．１８～９．８．２８）
H１０．３．１～１０．５．１８ ２，１１７ 共同住宅 縄文：集石土坑５基、土坑１３基、ピット７、近世以

降：溝３本
町内遺跡群Ⅶ・
調査会報告第１４集

東久保 １０ 東久保１９街区 （H９．９．２～９．１０．１） １，０６７ 分譲住宅 縄文：集石土坑１基、近世以降：溝１本 町内遺跡群Ⅶ

東久保 １１ 東久保 H１０．７．１３～１０．８．６
H１１．３．１１～１１．３．１２ ５８８区画整理道路 中世以降：柵列１本、ピット３、溝１本 調査会報告第１４集

東久保 １２ 東久保 H１１．１．１９～１１．１．２１ ２８２区画整理道路 縄文：集石土坑１基、ピット１０、近世以降：溝２本 調査会報告第１４集

東久保
１３
東久保３８１－５他

H１１．５．１９～１１．５．２０ ３６０区画整理道路
遺構・遺物無し

調査会報告第１４集
H１１．１１．２ １６２ 個人住宅 町内遺跡群Ⅸ

東久保 １４ 東久保１８街区３画地 （H１１．６．２９～１１．７．１６）
H１１．７．１９～１１．７．２９ ８２３ 共同住宅 溝２本、柵列１本縄文土器片、瓦質陶器片 町内遺跡群Ⅸ・

調査会報告第１４集
東久保 １５ 東久保５街区１４～１６画地 （H１１．８．２） １７８ 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅸ
東久保 １６ 東久保１５街区１～５・３２画地 （H１１．１０．１～１１．１０．６） ３３４ 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅸ
東久保 １７ 東久保３８１－５ （H１１．６．１４～１１．６．１５） １６８ 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅸ
東久保 １８ 東久保２７街区２画地 （H１１．１１．３０～１１．１２．１５） １４，９８９小学校グランド 柵列 町内遺跡群Ⅸ
東久保 １９ 東久保３街区９・１０画地 （H１１．１２．２０～１１．１２．２１） １０８店舗併用住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅸ
東久保 ２０ 東久保４街区９画地 （H１２．２．２８～１２．３．３） ４７８ 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅸ
東久保 ２１ 東久保１８街区１４画地 （H１２．３．２３～１２．３．２８） １１４ 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅸ
東久保 ２２ 東久保１５街区２８画地 （H１２．３．２２～１２．３．２３） １５０ 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅸ

東久保 ２３ 東久保 H１２．３．１３～１２．３．１６
H１２．３．２７～１２．４．６ ２８０区画整理道路 縄文：土坑１基、焼土跡１基 調査会報告第１４集

東久保 ２４ 東久保１４街区 H１２．１．１９ ３９０区画整理道路 遺構・遺物無し 調査会報告第１４集
東久保 ２５ 東久保１８街区１３画地 （H１２．４．１３～１２．４．１４） １３５ 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅹ
東久保 ２６ 東久保３１街区９画地 （H１２．４．１４） １，１０７砂利敷駐車場 溝、ピット 町内遺跡群Ⅹ
東久保 ２７ 東久保２６街区 H１２．５．１７～１２．６．８ ５６０区画整理調整池 縄文：ピット１５、近世：土坑１基、柵列１本、溝２本 調査会報告第１４集
東久保 ２８ 東久保１４街区８画地 （H１２．６．２９～１２．７．４） １３０ 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅹ
東久保 ２９ 東久保４街区１８・２０画地 （H１２．６．３０～１２．７．４） ２１８ 個人住宅 溝２本 町内遺跡群Ⅹ
東久保 ３０ 東久保２９４番２ H１２．７．４ ４８区画整理道路 遺構・遺物無し 調査会報告第１４集
東久保 ３１ 東久保１５街区２６画地 （H１２．６．７） １２６ 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅹ

東久保 ３２ 東久保２７７・３８１番地他
H１２．７．１２～１２．８．４ ２６５

区画整理道路 旧石器：石器製作跡２基、縄文：土坑２基、ピット１２、溝・柵列各１本、 調査会報告第１４集
H１３．７．１６～１３．１１．３０ ５９０

東久保 ３３ 東久保１５街区２４画地 （H１２．８．２～１２．８．３） １２８ 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅹ
東久保 ３４ 東久保１８街区１５画地 （H１２．８．２９～１２．８．３０） １１０ 個人住宅 ピット４ 町内遺跡群Ⅹ
東久保 ３５ 東久保２３街区３・４画地 （H１２．１２．７～１２．１２．９） １３９ 個人住宅 溝１本、ピット１ 町内遺跡群Ⅹ
東久保 ３６ 東久保１５街区２１・２２画地 （H１３．１．１９～１３．１．２５） １３５ 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅹ
東久保 ３７ 東久保１５街区１３・３３画地 （H１２．１２．１１） １４９ 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅹ
東久保 ３８ 東久保２８４‐１、２８５‐１ H１２．１２．１３～１２．１２．１５ ５０１区画整理道路 縄文：ピット１遺物無し 調査会報告第１４集
東久保 ３９ 東久保４街区８・９画地 （H１３．３．２２～１３．３．２７） ３１７ 個人住宅 縄文：落し穴 町内遺跡群Ⅹ
東久保 ４０ 東久保２７０‐３、２７０－４ H１３．３．２３、１３．６．１ １２８区画整理道路 遺構・遺物無し 調査会報告第１４集
東久保 ４１ 東久保４街区６・７画地 （H１３．５．２８～１３．５．２９） １１２ 個人住宅 近世以降：溝１本、遺物無し 町内遺跡群ⅩⅠ
東久保 ４２ 東久保１９街区１０画地 （H１３．４．１８～１３．４．２１） ８６４ 駐車場 近世以降：溝１本、遺物無し 町内遺跡群ⅩⅠ
東久保 ４３ 東久保１５街区１４・１５画地 （H１３．５．２２～１３．５．２５） １４２ 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群ⅩⅠ
東久保 ４４ 東久保１９街区９・１１・１２画地 （H１３．５．１０～１３．６．２９） ７５７ 倉庫 縄文：落し穴１基、風倒木跡、ピット５、溝２本 町内遺跡群ⅩⅠ
東久保 ４５ 亀久保２５８－２１ （H１３．６．１） １００ 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群ⅩⅠ
東久保 ４６ 東久保１７街区３・４画地 （H１３．６．４～１３．６．６） １３５ 個人住宅 溝１本、縄文土器片２点、磁器片１点 町内遺跡群ⅩⅠ
東久保 ４７ 東久保３１街区６・１３画地 （H１３．１０．１１～１３．１０．２６） １，２０３ 店舗 縄文：落し穴１基、溝１本 町内遺跡群ⅩⅠ
東久保 ４８ 東久保１８街区９・１０画地 （H１３．１２．１２～１３．１２．２５） ５１８ 分譲住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群ⅩⅠ
東久保 ４９ 東久保１３街区７画地 （H１４．２．１２～１４．２．１３） １００ 分譲住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群ⅩⅠ
東久保 ５０ 東久保３街区２２画地 （H１４．９．２４） １０２ 個人住宅 試掘調査 町内遺跡群ⅩⅡ
東久保 ５１ 東久保１８街区１１画地 （H１４．１２．３） １５５ 個人住宅 試掘調査 町内遺跡群ⅩⅡ
東久保 ５２ 東久保４街区３画地 （H１５．２．６～１５．２．７） ６４ 個人住宅 試掘調査 町内遺跡群ⅩⅡ
東久保 ５３ 東久保４街区１０画地 （H１５．５．７～１５．５．２２） ４０８ 共同住宅 試掘調査 町内遺跡群ⅩⅡ

東久保 ５４ 亀久保字東久保２７２（１９街区１画地） （H１５．５．９～１５．５．２２） ７９８ 共同住宅 試掘調査 町内遺跡群ⅩⅡ

東久保 ５５ 亀久保字東久保４８８（１８街区７画地） （H１５．６．９～１５．６．１２） １６５ 個人住宅 試掘調査 町内遺跡群ⅩⅡ

東久保 ５６ 亀久保字東久保１５街区１２画地（H１５．７．３１～１５．８．１） １６５ 個人住宅 試掘調査 町内遺跡群ⅩⅡ
東久保 ５７ 亀久保２５８－２６（４街区１４画地）（H１５．９．２９～１５．１０．１） １３３ 個人住宅 試掘調査 町内遺跡群ⅩⅡ
東久保 ５８ ふじみ野２丁目２７番２号 （H１６．４．１３～１６．４．１４） ５５７ 分譲住宅 試掘調査 町内遺跡群ⅩⅡ

東久保 ５９ ふじみ野２丁目２５番７～９号 （H１６．６．２９）
H１６．７．１２～１６．７．２３ １，８０４ 店舗 土坑４基、ピット９、溝２本 町内遺跡群Ⅹ・

調査会報告第１４集
東久保 ６０ ふじみ野２丁目２６番１６号 （H１６．７．２２～１６．７．２４） ３３６ 個人住宅 試掘調査 町内遺跡群ⅩⅡ

東久保 ６１ 東久保２６街区 H１６．９．２９～１６．１１．２６ ２，３７６区画整理公園緑地
縄文：土坑７基、ピット９、溝６本、（調査区内の一
部は第２７地点で調査済） 調査会報告第１４集

東久保 ６２ ふじみ野２丁目２５番１６号 （H１６．１０．１２～１６．１０．１５） ２２０ 宅地造成 試掘調査 町内遺跡群ⅩⅡ
東久保 ６３ ふじみ野２丁目５番１０・１２号 （H１８．２．１） １０５ 個人住宅 試掘調査 市町内遺跡群２

東久保 ６４ ふじみ野２丁目１８－６の一部 （２００６／１０／１２～１０／２０）
２００６／１０／２４～２６ ４３７ 共同住宅 近世：柵列１本、溝４本 市町内遺跡群３

表６１表 東久保遺跡調査一覧表
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第６章 西ノ原遺跡第１３５地点の本調査

Ⅰ 本調査の概要

調査は店舗併用共同住宅建設に伴うもので、２００６年

３月１４日から４月２８日まで行なった試掘調査に基づき

申請者と協議した結果、開発の変更ができないため、

原因者負担による本調査を実施することになった。

本調査は２００６年５月２９日から開始し、遺構を確認し

た範囲の表土を重機により除去し、人力による表面精

査で遺構範囲を確認した。遺構調査は人力で覆土を除

去しつつ出土遺物を残し、遺物出土状況図・土層図・

遺構平面図・調査区域図等を平板測量で実測、写真撮

影を行い、同年６月１９日調査を終了した。検出した遺

構は縄文時代中期の住居跡１軒、炉穴１基、ピット１

基である。

Ⅱ 遺構と遺物

（１）１８３号住居跡

【位置】調査区の北側に位置する。西ノ原遺跡縄文集

落内では、双環状に分布する中央南側の密集部分の５２、

６９、１２８地点に近接するが、本調査区南側は一切遺構

を検出しておらず、集落の外縁部分に当たると思われ

る。

【形状】平面形態は隅丸の長方形を呈し、南北に長く、

北側は若干幅広くなる。規模は主軸方位の南北方向で

５．３m、東西４．３５m。確認面から床面の深さは４４cmで

あるが、耕作により本来の遺構覆土が削平されており、

残りのよい箇所では床面まで６５cmの深さがある。

【炉】炉は２基検出した。

炉１は住居中央北寄り、南壁から２．５m、北壁から

１．１mに位置する。径１０５×８０cm・深さ８cmの楕円形

を呈し、西側から南側にかけてローム面が被熱し赤化

している。赤化部分は二重の帯状になっており、平坦

で赤化していない帯状部分が１０cmほどある。また、

中央部分に径４２×３０cm・深さ２０cmの楕円形ピットが

ある。

炉から５～１０cm上の覆土中からは１０cm前後の礫１３

点が土器片とともに集中して検出した。おそらく本来

は、赤化していない帯状のテラスに石を埋設し、ピッ

トに土器を埋設した石囲い埋甕炉であったと思われる。

炉２は住居北側、主軸線より東寄りに位置し、炉１

と P１、P５、北壁から等距離にある。炉１とは３０cm

離れる。径５０×５０cm・深さ５cmの円形を呈し、径４５

×３２cmの範囲のローム面が被熱し赤化している。

【ピット】床面上に１１基、周溝内に１０基検出した。P

１～P４が主柱穴の４本柱と思われる。柱の間隔は P

１－P２間と P３－P４間が２．３５m、P２－P３と P１－

P４が２．６５mである。また、P５は P１と P４の中間、

主軸線上にある。

P４から土器破片が出土したが、土器を復元すると

胴部を打ち欠いた深鉢口縁部であった。炉１の炉体土

器であった可能性もある。

南側には P７・P９～P１１のピット群が３０～４０cm間

隔で並ぶ。

【周溝】住居の壁際を全周する。周溝幅２０～２５cm、

深さ５～１２cm前後である。南側だけ幅は１０cmと狭く

なる。周溝内には径１５～２５cmの円形ピット９基と２３

cm四方の方形ピット１基が検出された。深さは床面

から１７～３２cmある。

【床・壁】壁は垂直に近い状態で立ち上がり、床面は

ほぼ平坦である。

【時期】出土土器から加曾利 EⅠ新式期

第６２表 西ノ原遺跡１８３号住居跡ピット一覧表（単位 cm）

№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P１ 円形 ４３×４３ ２６×２４ ９５ 主柱穴

P２ 不整形 ６８×５０ ２３×２１ ７６ 主柱穴、土器出土

P３ 楕円形 ６２×５６ ５０×２８ ６０ 主柱穴

P４ 不整形 ５６×５４ ３０×２８ ７４ 主柱穴、土器出土

P５ 楕円形 ４４×２４ ５×４ ３４

P６ 楕円形 ６９×３１ ５６×１４ ８ 土器出土

P７ 円形 ２６×２１ ６×６ ２２

P８ 楕円形 ２２×１３ ８×５ １８

P９ 円形 ２４×２３ ８×８ １９

P１０ 楕円形 ４１×３８ １２×１０ ３０

P１１ 楕円形 ５４×３３ ６×４ ２７

（２）炉穴

調査区北側、１３５号住居跡の１．３m北に炉穴を１基検

出した。楕円形を呈すると思われるが、西側は植栽が

あり未調査である。長軸方向に１３０cm、短軸９０cm、深

さは確認面から３５cmを測る。炉部分は土坑東側にあ

り、壁から底面にかけて６７×５８cmの範囲のローム面
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地
点 所 在 地 調査期間

（ ）は試掘調査
面 積
（㎡） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

１ １９７１ 住居跡１、土坑３、集石土坑１ 資Ⅰ

２ 西ノ原８３ １９７８．１２．６～１２．２６ ２７０ 宅地造成 住居跡１、溝２、旧石器、縄文時代土器 西ノ原遺跡

３ １９７９．３ 宅地造成 土器片のみ出土

４ 西ノ原１２５―１ １９７９．７．２～７．９ ６６８ 宅地造成 遺構なし、縄文中期土器 東Ⅰ

５ １９７９．８．１～８．１４ 町史編纂事業 住居１、土坑１、早期炉穴２、縄文中期土器 史７集

６ 西ノ原１７０―２ １９８０．６．１９～６．２７ ４５０ 宅地造成 土坑２、柱穴２、堀之内Ⅱ式土器他 東Ⅱ

７ 西ノ原９６―１ １０８０．１０．１～１０．２９ ５６３ 宅地造成 旧石器礫群２、縄文土坑１ 東Ⅱ

８ 西ノ原９５―２・３ １９８０．１０．３０～１１．１４ ６６１ 宅地造成 縄文集石土坑２、土坑１、溝２、縄文中期土
器 東Ⅱ

９ 西ノ原９３―１，９８―１ １９８１．６．１～６．２３ ６００ 柱穴６、溝２、石器、土器 東Ⅲ

１０ 西ノ原１８０―２ １９８１．１１．４～１１．１３ ４００ 個人住宅 柱穴１１ 東Ⅲ

１１ 西ノ原１４３―４ １９８３．５．２３～５．２７ １９８ 宅地造成 縄文土坑１、縄文中期土器 東Ⅴ

１２ 西ノ原１２３―３ １９８３．７．６～８．１１ ３３０ 縄文中期住居２、縄文土坑３９ 東Ⅴ

１３ 西ノ原１１４―６ １９８３．９．１３～１０．１８ ３５０ 縄文中期住居１、縄文土坑５６、集石１、溝１ 東Ⅴ

１４ 西ノ原１４３ １９８３．１０．２４～１１．７ ２４０ 縄文中期住居２、縄文土坑３、集石１、溝１ 東Ⅴ

１５ 共同住宅 縄文土坑２、ピット６

１６ 遺構なし

１７ 西ノ原１３５―３ １９８５．５．１３～５．２２ １６５ 宅地造成 縄文土坑２、溝１ 東Ⅵ

１８ 西ノ原１４１―２ １９８５．７．２６～８．５ ５６９ 宅地造成 縄文中期住居１、縄文土坑１、ピット群 東Ⅵ

１９ 西ノ原１３５―１ １９８６．７．８～７．２１ ２３０ 住宅建設 縄文中期住居１、縄文土坑１、屋外埋甕２ 東Ⅶ

２０ 西ノ原１３５―１ １９８６．１１～１９８７．４ ３，５５３ 区画道路 縄文早期炉穴４、中期住居１２、竪穴状遺
構、屋外埋甕２、落し穴５、土坑４０ 調６集

２１ 西ノ原９５―１ １９８６．１２．１１～
１９８７．１．９ ４４７ 住宅建設 竪穴状遺構１ 東Ⅶ

２２ １９８７ ４８０ 資材置場 縄文中期住居２、縄文土坑１１、ピット２ 東Ⅷ

２３ １９８７．７～８ １，０２４ 区画道路 土坑２ 調６集

２４ １９８７ 縄文中期住居２軒確認、未検出

２５ １９８８．１～２ ７８１ 区画道路 遺構なし 調６集

２６ １９８８．３～４ １，６４９ 区画道路 旧石器礫群、縄文中期住居３、土坑９、
ピット、屋外埋甕１ 調６集

２７ １９８８．１０ ９４２ 区画道路 縄文中期住居５、縄文土坑２、炉穴１、
集石土坑１ 調６集

２８ １９８８．１１ 区画道路 遺構なし 調６集

２９ １９８８．１２ 区画道路 調６集

３０ １９８９．２～３ 区画道路 土坑１ 調６集

３１ 西ノ原１１５―１ １９８９．１１．４～１１．１１ ２１ 下水管埋設 遺構なし 東Ⅸ

３２ 西ノ原１２２ １９８９．１．１０～１．１９ ２１ 区画道路 縄文中期住居１、屋外埋甕３ 東Ⅸ

３３ 西ノ原１５３―２ １９８９．１．１０～１．１９ ２１ 区画道路 縄文中期住居１ 東Ⅸ

３４ 西ノ原１７１ １９８９．１．２４～１．３１ ２１ 区画道路 縄文中期住居１ 東Ⅸ

３５ １９８９．２～３ ４，０００ 区画道路 縄文中期住居１、土坑１ 調６集

３６ １９８９．３～４ 区画道路 縄文中期住居４、縄文土坑５、落し穴２、
井戸１ 調６集

３７ １９８９．５～８ ２００ 区画道路

３８ 西ノ原１４２―２ １９８９．８．２９～９．１２ ７４ 個人住宅 中期住居１、土坑３ 東Ⅹ

３９ 西ノ原１４２―２ １９８９．８．２９～９．１２ ９４ 個人住宅 土坑２、溝２ 東Ⅹ

４０ １９８９．９．１８～１０．１６
１９８９．１０．１９～１１．４ ９８０ 消防訓練塔 中期住居４、土坑４、集石土坑１、ピット２８ 東Ⅹ

４１ １９８９．９～１０ ４７６ 区画道路 縄文中期住居４、土坑１ 調６集

４２ １９９１．１２～１９９２．７ 区画道路 屋外埋甕２、土坑１９ 調６集

４３ 苗間１５３―３ １９９０．６．２６～７．９ ２７２ 個人住宅 縄文中期住居４、土坑３ 東ⅩⅠ

４４ １９９０．６～８ ３，２２４ 区画道路 屋外埋甕、炉穴３、落し穴２、土坑１６、
集石土坑１ 調６集

４５ １９９１．２ 区画道路

４６ 苗間８３―２ １９９１．４．９～４．１０ １９９ 個人住宅 遺構無し、土器片のみ 町Ⅰ

４７ 苗間１３６―２ １９９１．７．１５～７．２６ １４１ 個人住宅 遺構無し、石鏃、土器片のみ 町Ⅰ

４８ １９９１．９～１０ ２，６１０ 区画道路 縄文中期住居、土坑３ 調６集

４９ １９９１．１２～１９９２．１ 区画道路 縄文中期住居１２、集石土坑１、土坑８ 調６集

５０ １９９１．１１～１２ 区画道路 縄文中期住居１５、屋外埋甕１、土坑３ 調６集

５１ 苗間１５３―２ １９９１．２．４～２．１２ １，１９０ モデルルーム 中期住居２、掘立柱跡、土坑２、ピット５ 町Ⅰ

５２ 苗間１２２ １９９１．２．１０～２．２０ ９８４ ガソリンスタンド
縄文中期住居１４、集石土坑７、土坑５、
野外炉１、ピット１９ 調５集

５３ 西ノ原１３３―２ １９９２．６ ２６１ 分譲住宅

５４ １９９２．５～７ 区画道路 集石土坑１、土坑１ 調６集

５５ 西ノ原１３５―５ 他 １９９２．５．２１～６．２３ ２４１ 駐車場造成 縄文中期住居２、炉穴５、土坑１ 調５集

５６ 西ノ原１３３―２ １９９２．６．２３～６．２６ ２６１ 分譲住宅 集石土坑１、土坑３、ピット６、溝１ 町Ⅱ

５７ 西ノ原１４３―３・４ １９９２．７．６～９．１ １７４ 個人住宅 中期住居２、土坑１ 町Ⅱ

５８ 西ノ原１３７―２ １９９２．９．８ １４６ 個人住宅 遺構無し、縄文土器若干 町Ⅱ

５９ 西ノ原１３５―１ １９９２．１０．６～１１．１２ ４９４ 個人住宅 中期住居３、炉穴１１、屋外埋甕１、土坑１、
ピット１２ 町Ⅱ

６０ 西ノ原１３６―２ １９９２．１２．１０～１２．２５ ２５３ 個人住宅 中期住居２、炉穴４、土坑１、ピット３４、
落し穴１ 町Ⅱ

６１ 西ノ原 １９９３．２ ２，２４０ 区画整理 早期竪穴状１、落し穴３、土坑２、炉穴 調６集

６２

６３ 西ノ原１６２―３，１６９ １９９４．４．１３～４．２２ １４７ 共同住宅 中（近世）ピット群、遺物無し 町Ⅲ

６４ 西ノ原９４―１ １９９４．４．２７～４．２８ ３２７ 共同住宅 近世・近代溝、前期土器 町Ⅲ

６５ 西ノ原１４５―１ １９９４．６．７～６．１１ ６１５ 共同住宅 縄文中期土坑３、平安時代住居１、
土師器、須恵器 町Ⅲ

６６ 西ノ原１３３―２ １９９４．６．３０～７．１９ ４７４ 共同住宅 近代溝、縄文土器 町Ⅲ

６７ 西ノ原１５９―２ １９９５．１．２０～１．２１ ３０８ 倉庫建設 縄文中期土坑、ピット、近代溝 町Ⅲ

６８ 西ノ原９１―２・６ １９９５．３．２２～３．２５ ２８５ 店舗住宅 遺構、遺物無し 町Ⅲ

６９ 苗間１０６ （１９９４．４．８～４．２７）
１９９４．５．１６～１０．２４ １，８２１ 店舗建設 縄文中期住居２８、土坑６、ピット１１、溝１ 調１３集

７０ 苗間１３６ １９９４．５ ５５１ 店舗建設 屋外埋甕４、土坑１４ 調６集

７１ 苗間１１２ １９９４．６～７ ３０９ 個人住宅 落し穴１

地
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（ ）は試掘調査
面 積
（㎡） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

７２ 苗間１１２―１０９ １９９４．１１．２～１１．２８ ３２１ 個人住宅 縄文中期住居３、土坑２、溝２ 町Ⅳ

７３ 苗間９２―１ １９９４．３．２７～３．２９ ２７４ 個人住宅 遺構、遺物無し 町Ⅳ

７４ 苗間１６３ （１９９４．４．２１～５．１３） １６９ 事務所建設 ピット６ 町Ⅴ

７５ 苗間１２２ （１９９５．５．１６～５．２３）
１９９５．６．２～９．２３ ３７９ 事務所建設 縄文中期住居１７、集石土坑１、土坑４、

集石２、ピット９、溝１ 調１３集

７６ 苗間１５１―２ 他 （１９９５．４．２０～４．２７） ４６８ 倉庫建設 ピット１、溝１ 町Ⅴ

７７ 苗間１４３―２ （１９９５．５．２４～５．２５）
１９９５．６．１～７．２８ ３４７ 店舗建設 縄文中期住居１、土坑１８、溝４、ピット５８ 調１３集

７８ 苗間２２―３―２ （１９９５．６．２８～８．８） ４５ 貯水槽建設 縄文中期住居３ 町Ⅴ

７９ 苗間１６２―２ 他 （１９９５．６．２９～７．２４） １３５ 個人住宅 遺構、遺物無し 町Ⅴ

８０ 苗間８３―２ （１９９５．７．１９～７．２５） ３１９ 駐車場造成 遺構、遺物無し 町Ⅴ

８１ 苗間１６９ （１９９５．８．２～８．７） ２２３ 店舗付住宅建設 溝１、遺物無し 町Ⅴ

８２ 苗間１６８ （１９９５．８．１～８．５） ２４９ 事務所建設 遺構、遺物無し 町Ⅴ

８３ 苗間１３６―２ １９９５．８．２３～１０．２１ １９０ 個人住宅 縄文中期住居２、集石土坑２、土坑２、
ピット２２ 町Ⅴ

８４ 苗間１０８，１０９ （１９９５．１１．３０～１２．９） １３５ 個人住宅 土坑１、ピット５ 町Ⅴ

８５ 苗間１８１―３ （１９９６．１．９～１．２６） ６５４ パチンコ店建設 遺構、遺物無し 町Ⅴ

８６ 苗間１１３―２，９３―１ （１９９６．４．１９）
１９９６．４．２２～５．１５ ６９８ 個人住宅 土坑６、ピット２６、溝２ 町Ⅵ

８７ 苗間１８２―１ （１９９６．６．１４～６．１７） ３４４ 学習塾 遺構、遺物無し 町Ⅵ

８８ 苗間西ノ原１８２―３，
１８９―２，２０２―１

（１９９６．７．１６～７．２２）
１９９６．８．１～８．８ ７４５ 共同住宅 土坑３、ピット２９、柵列１、落し穴１、銭 調１３集

８９ 苗間西ノ原１１２ （１９９６．７．１７～７．１８） １４３ 個人住宅 溝、土器片のみ 町Ⅵ

９０ 苗間西ノ原１４２―２ （１９９６．７．３）
１９９６．８．７～８．３０ １７７ 個人住宅 縄文中期住居２、炉穴２、土坑１、ピット９ 町Ⅵ

９１ 苗間１６９ （１９９６．８．１～８．５） ４７７ 店舗 遺構、遺物無し 町Ⅵ

９２ 苗間１９２―２ （１９９６．１０．２３～１０．２８） ６８４ 店共用住宅 遺構、遺物無し 町Ⅵ

９３ 苗間３１５ （１９９６．１０．２２～１０．２３） １４１ 分譲住宅 遺構無し、土器片のみ 町Ⅵ

９４ 苗間１４５―２ （１９９６．１１～１１．１２） １６５ 個人住宅 遺構無し、土器片のみ 町Ⅵ

９５ 苗間１５４ （１９９６．１１．１４～１１．１９） ２８３ 商業ビル 炉１ 町Ⅵ

９６ 苗間４４１ （１９９６．１２．１７～１２．２０）
１９９７．１．９～１．１４ ３３３ 個人住宅 縄文中期住居２、炉穴２、土坑１、

ピット３ 町Ⅵ

９７ 苗間９７―２ （１９９６．１２．１９～１２．２０） １４１ 分譲住宅 遺構、遺物無し 町Ⅵ

９８ 苗間１７１―２ （１９９７．１．６） ２０６ 個人住宅 盛土保存 町Ⅵ

９９ 苗間９７―１ （１９９７．１．２０～１．２４） ３９６ 個人住宅 土坑１、落し穴１、ピット１２、溝１ 町Ⅵ

１００ 苗間１５０―２ （１９９７．４．５～４．１２） ４４７ 共同住宅 土坑２、ピット３ 町Ⅶ

１０１ 苗間１８３―１・３ （１９９７．７．２２～７．２５） １８７ モデルハウス 遺構、遺物無し 町Ⅶ

１０２ 大井苗間２２街区５画地（１９９７．１０．９～１０．２０） １７９ 個人住宅 ピット２、溝２ 町Ⅶ

１０３

１０４ 苗間２２街区２画地 （１９９７．１０．６～１０．８） ２２３ 個人住宅 焼土、溝２ 町Ⅶ

１０５ 苗間１２５―２，１２６―２ （１９９８．１．１３～２．１２） ５６５ 共同住宅 縄文中期住居１、炉穴１、溝９ 町Ⅶ

１０６ 苗間１１２ （１９９８．１．２８～２．４） １３５ 個人住宅 ピット１ 町Ⅶ

１０７ 苗間１１２ （１９９８．２．９～２．１３） １３５ 個人住宅 ピット４、溝１ 町Ⅶ

１０８ 苗間９１―１，９２―１，９９―１（１９９８．３．３）１９９８．３．４～３．１７ ４１３ 個人住宅 縄文住居１、土坑１、近世溝３ 町Ⅶ

１０９ 苗間８３―４，４２９ （１９９８．３．１１～３．１８） ４２９ 店舗付共同住宅 遺構、遺物無し 町Ⅶ

１１０ 苗間１４６―２ （１９９８．４．２０～５．２８） ３８５ 郵便局 落し穴１、集石１、礫群１ 町Ⅷ

１１１ 大井苗間２３街区９画地（１９９８．１０．２３～１０．２７） ３５４ 個人住宅 ピット１、近世の溝１、道１ 町Ⅷ

１１２ 大井苗間２３街区９画地（１９９９．２．９） １４４ 個人住宅 近世の溝のみ 町Ⅷ

１１３ 大井苗間５７・８街区 （１９９９．１１．４・５～１９９９．１２・１４）
２０００．１．６～３．１３ ２，８１７ 店舗 旧石器時代のユニット、中期住居６、

炉穴２、土坑、ピット、近世溝 町Ⅸ

１１４ 西ノ原１９４―１ （１９９９．８．４～８．１２） ６７６ 駐車場 落し穴１、ピット２ 町Ⅸ

１１５ 大井苗間５２街区３画地（１９９９．９．２７～９．２９） １３５ 事務所 遺構、遺物無し 町Ⅸ

１１６ 大井苗間５９街区１１画地（１９９９．１２．２～１２．３） １１９ 個人住宅 遺構、遺物無し 町Ⅸ

１１７ 大井苗間１９９―２ （１９９９．１２．２～１２．４） １３１ 店舗併用住宅 遺構、遺物無し 町Ⅸ

１１８ 大井苗間５９街区４５画地（２０００．４．３～４．１２） ５４８ 店舗住宅 遺構無し、縄文中期土器片 町Ⅹ

１１９ 大井苗間１８街区４画地 ２０００．１１．１５～１２．６ ２２１ 倉庫建設 縄文中期住居３、土坑１、近世溝１ 町Ⅹ

１２０ 大井苗間２４街区４画地（２００１．５．７～５．１５） １，１２０ 共同住宅 遺構無し、縄文中期土器片 町ⅩⅠ

１２１ 旭１―１５ ２００２．２．７～３．８ ８０３ 個人住宅 縄文中期住居２、土坑２、ピット３５、
近世溝４ 町ⅩⅠ

１２２ 大井苗間１４街区８画地（２００２．３．９～３．１９）２００２．６．２１～７．２２ ５９３ 共同住宅 縄文中期住居４、溝３ 町ⅩⅠ

１２３ 大井苗間１９街区１０画地 （２００２．９．３～９．９） ２５２ 共同住宅 根切溝のみ 町ⅩⅡ

１２４ 苗間１３７―２ （２００２．１０．２～１０．６）
２００２．１０．８～１０．１１ ５２４ 個人住宅 縄文中期住居１、土坑２、溝２ 町ⅩⅡ

１２５ 旭１―８―２ （２００３．２．１４～２．１９） １８２ 個人住宅 ピット５ 町ⅩⅡ

１２６ 旭１―１３―６・７ （２００４．２．２３～２．２５） １５３ 個人住宅 遺構、遺物無し 町ⅩⅡ

１２７ 旭１―１３―４・１９ （２００４．５．２４～５．２５） ３２７ 個人住宅 土坑１ 町ⅩⅡ

１２８ 旭１―１６―９・１０ （２００４．６．１４～７．１５）
２００４．７．１６～９．２９ ６１４ 店舗 縄文中期住居１７、集石５、土坑１０、

ピット１７ 町ⅩⅡ

１２９ 旭１―１１―５ （２００４．９．３０～１０．７） ２３５ 共同住宅 縄文中期住居１ 町ⅩⅡ

１３０ 旭１―５―８ （２００４．１０．１４～１０．１５） １１６ 個人住宅 遺構、遺物無し 町ⅩⅡ

１３１ 旭１―５―１３ （２００４．１０．２２） ９７ 店付個人住宅 遺構、遺物無し 町ⅩⅡ

１３２ 苗間１―１５―１７ （２００５．７．２８～８．２）
２００５．８．３～８．１１ ２７２ 店舗併用共同住宅 縄文中期住居３、炉穴７、土坑１ 調１８集

１３３ 旭１―８―８ （２００５．１０．１１～１０．１２） １７６ 個人住宅 遺構無し、土器片 市２

１３４ 旭１―１３―８ （２００５．１０．６～１０．１１） ３４８ 店舗 道跡１ 市２

１３５ うれし野１―２２６―１ （２００６．３．１４．～４．２８）
２００６．５．２９～６．１９ ３，３４１ 店舗併用共同住宅 縄文中期住居１、炉穴１ 市３

１３６ 苗間１‐１３―２２，２３ （２００６．６．２３） ６３０ 学生寮 遺構、遺物無し 市３

１３７ うれし野２丁目１７番５，６，７ （２００６．８．３～７） ８６１ 共同住宅建設 遺構、遺物無し 市３

１３８ 旭１丁目４―７，４―８ （２００６．１１．２１～２２） ２４７ 個人住宅建設 遺構、遺物無し 市３

１３９ うれし野１‐４‐４，５，６（２００７．２．１） ４７４ 共同住宅建設 遺構、遺物無し 市３

第６３表 西ノ原遺跡調査一覧表

東＝東部遺跡群、資＝町史資料編、史＝大井町史料、
調＝遺跡調査会報告、町＝町内遺跡群、市＝市内遺跡群
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住居
番号

調査
率

平面形
（）は推定 規模

炉 埋
甕
拡
張
壁
溝 備 考 時期 文献

地床埋設石囲
１ 完掘 楕円形 ４５６×３９８ ○ 有 ○ 床直上土器 EⅡ古 資Ⅰ
２ 完掘 不整円形 ４００×４００ ○ △ 阿Ⅱ a 調６集
３ 完掘 楕円形 ６３４×５３０ ○ △ △ 勝Ⅱ新 調６集
４ ７５％ 隅丸方形 ５４０×４８５ ○ 有 ○ １１１号と複合 EⅠ新新 東Ⅴ
５ ６０％ 隅丸方形 不明 ○ １１１号に切られる EⅠ新 東Ⅴ
６ ７０％ （隅丸方形） ５２０×？ ○ ○ 有 EⅡ新 東Ⅴ
７ ８０％ （隅丸方形） ４４０×４３０ ○ EⅡ新 東Ⅴ
８ 撹乱 不明 削平 ○ 石皿 EⅡ
９ ９０％ （不整円形） （５４０） ○ EⅡ 東Ⅵ
１０ ９５％ 楕円形 ４６０×４１５ ○ 建 替 勝Ⅲ古 町Ⅱ
１１ 完掘 楕円形 ５５０×４９７ ○ ○ 建 替 土製品・浮子 勝Ⅲ古 調６集
１２ ３０％ （円形） （４４０）×？ 未 掘 下層土器 EⅠ新古 調６集
１３ 完掘 円形 ６３０×６６０ ○ △ 炉西埋設 EⅡ古 調６集
１４ 完掘 楕円形 （４３０×３５０） ○ ○ 勝Ⅲ古 調６集
１５ ８０％ （円形） ５４３×？ ○ ○ 有 ○ EⅠ古 調６集
１６ 完掘 楕円形 ５４８×５１６ ○ ○ 建 替 ○ 耳栓 EⅠ古 調６集
１７ 完掘 楕円形 ６６５×５９０ ○ ○ ２回拡張 ○ 復元２６個体 勝Ⅲ新 調６集
１８ 完掘 楕円形 ４２０×３５３ ○ 有 ○ ２２号と複合 （勝Ⅲ） 調６集
１９ 完掘 円形 ５１５×４８８ ○ EⅡ中 調６集
２０ 完掘 楕円形 ５００×４５０ ○ ○ 有 有効鍔付完形・復元１５個体 勝Ⅲ新 調６集
２１ 完掘 不整円形 ６１５×６３５ ○ ○ 建 替 EⅡ新 調６集
２２ 完掘 楕円形 ５５０×４５０ ○ ○ ○ 床直上土器・人面 勝Ⅲ新 調６集
２３ 完掘 楕円形 ４２５×３７０ ○ 勝Ⅱ古 東Ⅶ
２４ ８５％ （円形） 不明 ○ ○ 工事中止・調査 勝Ⅲ古 東Ⅷ
２５ ８５％ 楕円形 床部削平 撹 乱 ○ 工事中止・調査 EⅡ新 東Ⅷ
２６ ３０％ （円形） ？×（５３０） ○ ○ EⅡ古 調６集
２７ 完掘 隅丸方形 ５７０×４６０ ○ ○ 据付台石・耳栓 EⅠ新中 調６集
２８ ６５％ 円形 床部削平 ○ ○ ○ EⅡ中 調６集
２９ 完掘 円形 ４６０×４２０ ○ ○ EⅠ 調６集
３０ ８０％ 楕円形 ４０５×４０３ ○ 有 ○ １２１号と複合 勝Ⅲ 調６集
３１ 完掘 円形 半掘 ○ １２２号と複合 勝Ⅲ 調６集
３２ ５０％ （不整円形） （３８０）×３５０ ○ ○ 勝Ⅱ新 調６集
３３ 完掘 楕円形 ？×（３４０） ○ ○ ２回発掘 EⅠ新 町ⅩⅡ
３４ 完掘 楕円形 ５８０×４９０ ○ 建 替 EⅡ中 調６集
３５ 完掘 楕円形 ６０５×５５０ ○ 耳栓・石皿 EⅡ中 調６集
３６ 完掘 隅丸方形 ５６０×５３０ ○ △ EⅠ新中 調６集
３７ 完掘 楕円形 ４４０×３９０ ○ △ 柱穴内土器 阿Ⅱ新 調６集
３８ ９０％ 隅丸方形 ５３０×５２４ ○ EⅡ新 調６集
３９ ７０％ 円形 （６１０）×？ ○ EⅠ新 調６集
４０ ９５％ 楕円形 ４２０×３８０ ○ ○ EⅠ古 調６集
４１ ２０％ （楕円形） 一部のみ調査 未 掘 ○ EⅡ新 町Ⅱ
４２ ６０％ 楕円形 ６１０×５１０ ○ EⅠ新 調６集
４３ 完掘 円形 ５０６×４７０ 不 明 有 ○ 床大部分撹乱 不明 調６集
４４ ５０％ 楕円形 （約５００）×？ ○ EⅠ新 調６集
４５ 完掘 楕円形 ５６０×５３０ ○ 建 替 ○ 耳栓 勝Ⅲ新 調６集・ⅩⅡ
４６ 完掘 楕円形 ６００×４９６ ○ EⅡ 東Ⅹ
４７ ９８％ 円形 約４６０×約４５０ ○ 有孔鍔付・硬玉大珠 EⅡ新 東Ⅹ
４８ 完掘 円形 ５５０×５６０ ○ ○ EⅡ新 東ⅩⅠ
４９ ７５％ 楕円形 半掘×７４０ ○ EⅡ 東ⅩⅠ
５０ 完掘 円形 ５３０×約５００ ○ ○ EⅡ 調６集
５１ ８０％ 大部分未掘 ５４０×６３０ ③ ○ 有 × EⅡ新 調１３集
５２ ６０％ 大部分未掘 ４６０×？ ○ ○ × EⅠ新 調１３集
５３ ９０％ 大部分未掘 ６９０×５６０ ○ ○ 建 替 ○ 朱塗多い 勝Ⅲ古 調６集
５４ 完掘 円形 ３３５×３５５ ○ ５５号と複合 EⅡ 東ⅩⅠ
５５ 撹乱 不明 ６９０×？ ○ ５４号と複合 EⅢ 東ⅩⅠ
５６ 完掘 楕円形 ６００×４９６ ○ 床直上土器 EⅠ新 調６集
５７ ３５％ 不明 ？×約５００ 未 掘 EⅠ新 調６集
５８ 完掘 円形 ５５０×５６０ ○ △ 柱穴内土器 EⅡ新 調６集
５９ ４０％ 楕円形 半掘×７４０ ○ ○ ５８号と複合 EⅡ新 調６集
６０ ８５％ 楕円形 ５９０×５４０ ○ ○ 有 ○ 復元２７個体・石器３６ 勝末～E 調６集
６１ ２０％ 大部分未掘 ４２０×？ 未 掘 勝Ⅲ古 調６集
６２ ２０％ 大部分未掘 不明 未 掘 EⅠ新 調６集
６３ 完掘 楕円形 ５５０×４９２ ○ 有 ○ 異系土器 EⅠ新古 調６集
６４ 完掘 不整円形 ４１８×４２０ ○ EⅡ 調６集
６５ 完掘 円形 ５５０×５６５ ○ ３回拡張 ○ 耳栓・連弧文・復原３３個体 EⅡ 調６集
６６ ９０％ 楕円形 ６７０×５７０ ○ ○ ○ 耳栓・土錘・７７・７５号と複合 EⅡ 調６集
６７ ７５％ 楕円形 ６７０×６２０ ○ ○ ○ ○ 有 ○ 土錘・建替有 EⅠ古 町ⅩⅡ
６８ ７５％ 円形 ６２５×６１０ ○ ○ 有 ３回発掘 EⅡ中 町ⅩⅠ
６９ ８０％ 円形 ６１８×？ ○ ○ 曽利式多い EⅡ新 調６集
７０ ３０％ 東半未掘 ４６８×？ 未 掘 床直上土器 EⅠ新中 調６集
７１ ２０％ 円形 ４２０×？ 未 掘 石皿 勝Ⅲ古 調６集
７２ １５％ 隅丸方形 不明 未 掘 有 ○ 勝Ⅲ古 調６集
７３ ８０％ 楕円形？ ５７０×４４０ ○ 大磨製石斧・器台 EⅡ新 調６集
７４ ９５％ 隅丸方形 ５２０×４１０ ○ ○ 有 ○ 曽利系・９８号と複合 EⅠ新中 調６集
７５ ８０％ 楕円形 （６００）×（６００） ○ ○ ミニ土器・６６・７７号と複合 勝Ⅲ古 調６集
７６ 完掘 円形 ５１２×５４５ ○ ○ ○ ３回発掘 EⅡ中 町ⅩⅠ
７７ ８０％ 楕円形 （５５０）×（５５０） ○ ○ ○ 石棒・石皿・７５号と複合 EⅠ新中 調６集
７８ 完掘 楕円形 ４０２×３５２ ○ 勝Ⅲ 町Ⅵ
７９ ５５％ 南半未掘 ？×５７０ ○ △ ３回拡張 ○ 炉上土器 勝Ⅲ新 調６集
８０ ８０％ 東半未掘 ４２２×４６０ ○ 有 EⅡ新 調６集
８１ ６５％ 円形 ５８８×未掘 ○ ○ 曽利系 EⅡ 調６集
８２ ７０％ 楕円形 （５６０～５７０） ○ ○ EⅡ中 調６集
８３ ４５％ 円形 ３６４×？ 未 掘 EⅡ 調６集
８４ 完掘 隅丸方形 ７３２×６７４ ○ ○ 有 ○ 複合・小形磨製石斧 EⅠ新中 調５集
８５ 完掘 楕円形 ６２０×５９８ ○ △ ○ ８４号と複合 EⅡ新 調５集
８６ 完掘 隅丸方形 ５２０×４９０ ○ ○ 有 ○ ９７号と複合 EⅠ新新 調５集
８７ 完掘 円形 ３５４×３７４ ○ ８８号と複合 EⅡ 調５集
８８ ８５％ 隅丸方形 ６４０×５５９ ○ ○ ○ 有 ○ 複合・復原３１個体 EⅠ古 調５集
８９ 完掘 円形？ ４２０×（３９０） ○ ８５号と複合 EⅠ新 調５集
９０ ７０％ 楕円形 ？×５６０ ○ ○ 勝Ⅲ新 調６集
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地床埋設石囲
９１ ８０％ 隅丸方形 ７４６×？ ○ ○ 有 ○ 勝Ⅲ新 町Ⅱ
９２ 完掘 楕円形 ５０８×４２２ ○ ○ 有 ○ 勝Ⅲ 調５集
９３ 完掘 楕円形 ５８０×４９０ ○ ○ 建 替 EⅡ 調５集
９４ ７０％ 円形 不明 ○ ○ ○ 床撹乱 EⅡ 調５集
９５ 完掘 （円形） （６００×５００） ○ EⅡ 町Ⅵ
９６ 完掘 楕円形 （５６０×５８０） ○ 小形磨製石斧 EⅡ 調５集
９７ 完掘 楕円形 ６０２×５０５ ○ ８６号と複合 EⅡ古 調５集
９８ ６０％ 楕円形 ４７２×（２３４） ○ ○ ７４号と複合 勝Ⅲ古 調５集
９９ 完掘 不明 ？×４０２ ○ １００号と複合 EⅡ新 調５・１３集
１００ 完掘 隅丸方形 ６１４×６４４ ○ ○ ○伏 有 ○ 小形磨製石斧・９９号と複合 EⅡ新 調５集
１０１ 完掘 円形 ４１４×４２０ ○ ○ 有 EⅠ新中 町Ⅱ
１０２４０％ 円形 ？×３７６ EⅡ 町Ⅱ
１０３５５％ 楕円形 ？×３８０ ○ ○ 阿Ⅰ b古 調５集
１０４９０％ （楕円形） （５２４×４４９） ○ ○ 有 ○ 勝Ⅲ 調１３集
１０５ 完掘 円形 ４０５×４２０ ○ ○ 有 EⅠ新 調１３集
１０６ 完掘 円形 ５６０×５２０ ② ○ 有 ○ EⅠ新中 調１３集
１０７ 完掘 円形 ５２０×５１０ ② ○ 有 勝Ⅱ新 調１３集
１０８ 完掘 円形 ３８５×３４０ ○ ○ ○ 勝Ⅲ新 調１３集
１０９ 完掘 楕円形 ５６０×４９４ ○ ○ ○ ○ EⅠ新 調１３集
１１０ 完掘 不整円形 ４１８×３７０ ○ 調１３集
１１１３０％ 楕円形 不明 未 掘 ○ ５・１２５号と複合 E 調１３集
１１２ 完掘 隅丸方形 ６００×５７４ ○ ○ ○ 有 ○ １２４・１２６号と複合 EⅠ新中 調１３集
１１３ 完掘 隅丸方形 ５２０×４９６ ○ ○ ○ ○ １２０号と複合 EⅠ新古 調１３集
１１４ 完掘 円形 ４８０×４８０ ○ ○ 有 ○ 勝Ⅲ古 調１３集
１１５ 完掘 隅丸方形 ４６０×３４０ ○ ○ 勝Ⅲ 調１３集
１１６ 完掘 楕円形 ５４０×４９８ ○ ○ ○ 添石埋甕炉 EⅠ古（中峠）調１３集
１１７７０％ 隅丸方形 ？×４４０ ○ ○ 勝Ⅲ新 調６集
１１８ 完掘 楕円形 ５２０×３７４ ○ ○ 建 替 EⅡ新 調６集
１１９９０％ 楕円形 ５８０×４８０ ○ 有 ○ EⅡ・曽Ⅲ 調１３集
１２０ 完掘 円形 ３９２×４００ ○ １１３・１２４号と複合 EⅠ新古 調１３集
１２１ 完掘 （円形） ３８０×３９０ ○ ○ ３０号と複合 EⅡ 調１３集
１２２ 完掘 隅丸方形 ② ○ 有 ○ ３１号と複合 EⅡ 調１３集
１２３
１２４ 完掘 円形？ ４１８×４２０ ○ ○ １１２・１２０・１２６号と複合 勝Ⅲ新 調１３集
１２５１０％ 不明 不明 未 掘 ○ １１１号と複合 E 調１３集
１２６ 完掘 不明 ５５０×５６５ ○ ○ 有 ○ １１２・１２４号と複合 EⅠ新 調１３集
１２７１０％ 不明 ６４５×？ 未 掘 E 調１３集
１２８ 完掘 楕円形 （６１０×５８０） ○ 削平著しい E 調１３集
１２９ 完掘 不明 ６１８×？ ○ E 調１３集
１３０ 完掘 円形 ５４２×４６５ ○ ○ 勝Ⅲ古 町Ⅳ
１３１ 完掘 楕円形 ５６０×４４２ ○ ○ ○ 勝Ⅲ新 町Ⅳ
１３２ 完掘 楕円形 ５９０×５８０ ② ○ 有 EⅢ 調１３集
１３３６０％ 楕円形 ？×４６０ ○ ○ 有 １３８号と複合 EⅢ 調１３集
１３４ 完掘 隅丸方形 ６３０×５３０ ② 有 １４１号と複合 EⅠ新 調１３集
１３５ 完掘 隅丸方形 ５４０×４６０ ○ ○ ○ 勝Ⅲ 調１３集
１３６７０％ 楕円形 ？×６１０ ② 有 調１３集
１３７２０％ 不明 ×？ ○ 有 ○ １３８・１４０号と複合 E 調１３集
１３８ 完掘 隅丸方形 ４５０×３６０ ○ ○ 有 １３３・１３９・１４０号と複合 勝Ⅲ 調１３集
１３９５５％ 不明 （５４６）×不明 ○ ○ １３８号と複合 調１３集
１４０４０％ 楕円形 （７６２）×不明 ○ １３７・１３８号と複合 調１３集
１４１５５％ 不明 ５２８×不明 ○ １３４号と複合 調１３集
１４２５０％ 不明 不明 ○ １４３・１４４号と複合 調１３集
１４３ 完掘 楕円形 ４７９×４２１ ○ 建替 ○ １４２・１５１号と複合 調１３集
１４４５５％ 不明 不明 ○ ○ 有 １４２号と複合 勝Ⅲ新 調１３集
１４５６０％ 不明 不明×３２５ ○ １４９・１５１号と複合 調１３集
１４６８５％ 楕円形 ５８５×？ ○ 有 炉穴群と複合 EⅡ 調１７集
１４７３０％ 楕円形 ？× 未 掘 ○ １４８号と複合 EⅡ 町Ⅴ
１４８ 完掘 楕円形 不明 ○ １４７号と複合 EⅡ 町Ⅴ
１４９９０％ （楕円形） ４３０×３３６ ○ ○ １４５・１５０号と複合 EⅡ新 調１３集
１５０８０％ （円形） ５８１×不明 ○ １４９・１５１号と複合 調１３集
１５１９５％ （楕円形） ６６４×（６４２） ○ ○ １４３・１４５・１５０号と複合 EⅡ古 調１３集
１５２９５％ 円形 ３８０×３７０ ○ １５３号と複合 EⅡ 町Ⅵ
１５３２０％ （円形） －６００ ○ １５２号と複合 EⅡ新 町Ⅵ
１５４ 完掘 不明 （４００） ○ ○ 有 床面まで削平 勝Ⅲ 町Ⅶ
１５５７５％ 隅丸方形 ６１０×５４０ ② ② 建替と拡張 ○ ２回拡張・建替 勝Ⅲ新・EⅠ新式古 町ⅩⅡ
１５６ 完掘 円形 ４６２×３６５×１４ ○ EⅡ新 調１７集
１５７７５％ 楕円形 ５９４×３９２×２２ ○ EⅡ 調１７集
１５８ 完掘 不定形 ６６９×４５５×１６ ○ EⅡ新 調１７集
１５９ 完掘 円形 ４３４×４１５×１３ ○？ EⅡ～Ⅲ 調１７集
１６０ 完掘 円形 ５４７×４９０×３５ ○？ EⅡ新 調１７集
１６１ 完掘 楕円形 ５１２×４４０×１６ ○ ○？ ② EⅡ中～新 調１７集
１６２７５％ 隅丸方形 ７１５×？ ③ ○ ２回拡張 ○ 勝Ⅲ 町Ⅹ
１６３ 完掘 楕円形 ５０５×４８２ ○ ○ ○ 有 ○ 脂肪酸分析実施 EⅠ新古 町Ⅹ
１６４２０％ 隅丸方形 不明 未 掘 ○ EⅠ新 町Ⅹ
１６５ 完掘 卵形 ４９８×４８８ ② ○ 建替 ○ 他地域系多い 勝Ⅲ・EⅠ新式古 町ⅩⅡ
１６６１０％ 不明 不明 ○ 削平著しく炉・ピットのみ検出 EⅡ中 調１３集
１６７５５％ （円形） 不明 １６８・１７０住と複合 EⅡ 調１８集
１６８４５％ 隅丸方形 不明 未 掘 有 ○ １６７住に切られる EⅠ新 調１８集
１６９３０％ 円形 不明 ○ 南・東未発掘 調１８集
１７０６０％ （円形） 不明×４９６ ○ １６７住を切る EⅢ 調１８集
１７１ 完掘 不整円形 ５５４×５９５ ○ 有 ○ １７３住を切る EⅡ 調１８集
１７２５２％ 円形 不明×４７２ 未 掘 ○ EⅠ古 調１８集
１７３ 完掘 円形 ４８５×４９２ ○ 有 １７１住に切られる EⅠ新 調１８集
１７４９０％ 楕円形 ６１２×？ ○ １７９住と複合 EⅡ古 調１８集
１７５ 完掘 楕円形 ６４０×６３０ ○ 有 ○ １７６住に切られる EⅡ 調１８集
１７６ 完掘 隅丸方形 ６９０×５３５ ○ ○ ２回拡張 ○ １７５・１７７住と複合 EⅠ古 調１８集
１７７９５％ 楕円形 ６２４×不明 ○ ○ 不明 １７６住を切る EⅡ 調１８集
１７８１０％ 隅丸方形 不明 未 掘 有 ○ １７７住と複合 EⅠ新 調１８集
１７９９５％ 楕円形 ○ １７４住を切る EⅡ 調１８集
１８０ 完掘 円形 ３８５×３９２ EⅡ 調１８集
１８１ 完掘 不整楕円形 ３４０×２９８ ○ 削平著しい EⅡ 調１８集
１８２４５％ （円形） 不明×３９０ ○ 削平著しい EⅡ 調１８集
１８３ 完掘 隅丸方形 ４５０×３７０ ○ ○ ○ EⅠ新 市３

第６４表 西ノ原遺跡住居跡一覧表 （単位�）

東＝東部遺跡群、資＝町史資料編、史＝大井町史料、調＝遺跡調査会報告、
町＝町内遺跡群、市＝市内遺跡群
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第１２０図 西ノ原遺跡第１３５地点遺構配置図（１／４００）土層図（１／６０）
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第１２１図 西ノ原遺跡１８３号住居跡（１／６０）
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第１２２図 西ノ原遺跡１８３号住居跡遺物出土状況（１／６０）炉１・２（１／３０）
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遺構 № 種別・器種 長 幅 厚 重量 技法／文様／その他 推定生産地 推定年代 残存・備考
１８３号住居 ３８打製石斧 １０．８ ４．６ １．５ ８５．８ ホルンフェルス 縄文時代 №１０９
１８３号住居 ３９打製石斧 ７．９ ３．６ ２．０ ８４．９ 緑泥石片岩 縄文時代 №５５
１８３号住居 ４０打製石斧 ８．９ ４．７ １．２ ４９．３ ホルンフェルス 縄文時代 P２－№１
１８３号住居 ４１打製石斧 ７．０ ３．９ １．７ ６０．４ 緑色凝灰岩 縄文時代 P３－№１
１８３号住居 ４２スクレイパー ５．４ ７．８ １．０ ３８．１ 黒色頁岩 縄文時代 №２５
１８３号住居 ４３たたき石 １０．３ ４．５ ３．２ １８８．９ 砂岩 縄文時代 №４５
１８３号住居 ４４たたき石 ９．７ ６．７ １．９ １９５．７ 砂岩 縄文時代 №６１
１８３号住居 ４５たたき石 ７．２ ８．６ ３．１ ２７３．５ 砂岩 縄文時代 №４３

が被熱し赤化している。出土遺物はない。西側が足場

部分になると思われる。

（３）１８３号住居跡出土遺物（第１２４図）

１は、P４出土の深鉢で胴上部以下を欠失し、口径

２４cm・遺存高１４cmである。口縁部文様帯・頸部無文

帯・胴部文様帯からなり、地文は口縁部・胴部共に縦

位施文の撚糸文である。口縁部文様帯は隆帯貼付けに

よる区画文と渦巻文であり、渦巻部は前面に突出する。

区画隆帯の上部は長い半円形４と短い円形１をつくり、

隆帯の下方は山形と上・下連結の短い隆帯である。頸

部無文帯の下方は、地文の上に貼付隆帯による直下と

蛇行懸垂文を交互に配する。

胎土には白色細砂粒と石英の粉末を含み、焼成良好

で暗い黄褐色を呈する。外面下部と内面上部に２次被

熱によるハジケが著しい。加曾利 EⅠ式新式（加曾

利第２様式）の中相である。

２～４は住居内ピット出土で、２は P６出土の口縁

部文様帯から頸部無文帯にかかる地文縄文の土器片。

３は地文撚糸文に直下と蛇行の貼付懸垂文を加えた胴

部片で P２出土。４は地文縄文に沈線の垂下文を加え

た胴最下部。２と３は加曾利 E１新式

５～４５は１８３住覆土出土である。

５と６は地文撚糸文の口縁部。７～１０は口縁部文様

帯の破片。１１～１４、１６は頸部無文帯から胴部にかかる

破片で、１２は曾利系のもの。１３は地文沈線で隆帯をも

つ。１７～２４は胴部破片で、地文縄文のものも地文撚糸

のものも共に隆帯貼付の懸垂文をもつ。７～２６は加曾

利 E１新式である。２７～３４は無文の浅鉢であるが、口

縁の特徴から３種類あり、いずれも１や、７～２６と共

伴する類である。３６は連華文をもち、３５は区画文と三

叉文をもつ筒形深鉢の口縁部。

第６５表 西ノ原遺跡１８３号住居跡出土石器計測表 （単位㎝・�）

第１２３図 西ノ原遺跡第１３５地点炉穴（１／３０）ピット（１／６０）
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第１２４図 西ノ原遺跡１８３号住居跡・遺構外出土遺物（１／４）
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第７章 神明後遺跡第２８地点の本調査

Ⅰ 本調査の概要

調査は宅地造成工事に伴うもので、２００６年５月８日

から６月２日まで行なった試掘調査に基づき申請者と

協議した結果、開発の変更ができないため、原因者負

担による本調査を実施することになった。

調査区は元々屋敷林で、幹径が２�を超える樹木が

数多くあったため、事業者によって根を残したまま伐

採した後、２００６年６月２９日から本調査を開始した。遺

構を確認した範囲の表土を重機により除去し、人力に

よる表面精査で遺構範囲を確認した。

調査区内には国家座標を元に、２�方眼のグリッド

を設定し、業者に委託して１０�間隔で杭打ちを行った。

第１２５図 神明後遺跡第２８地点遺構配置図・断面図（１／４００）
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グリッド設定は、北東隅を基準とし、南北方向に北か

ら南へ０～２５、東西方向に東から西へア～ハとした。

グリッド名称は北東隅のグリッド交点を「カ－１０」、

「タ－１６」等と呼称した。なお、試掘調査で設定した

グリッド、トレンチとは連動していない。

遺構調査は人力で覆土を除去しつつ出土遺物を残し、

遺物出土状況図・土層図・遺構平面図・調査区域図等

をやり方測量及び業者委託による航空測量で実測、写

真撮影を行い、同年１０月５日調査を終了した。

検出した遺構は縄文時代中期の住居跡１１軒、集石２３

基、炉穴３基、屋外炉１基、屋外埋設土器３基、奈良

時代の住居跡１軒、土坑、ピット、時期不明の落し穴

１基、溝４条、堀１条である。

また、２００６年９月２３日には事業者の御理解のもと、

遺跡見学会を実施し、５００名近くの見学者が訪れた。

Ⅱ 立地と環境

神明後遺跡は第Ⅱ部第１８章で述べたようにさかい川

の右岸に立地するが、縄文時代の遺構は遺跡の北東部

に集中する。特に、本調査区周辺の径１００�の範囲に

住居跡が分布し、２００８年２月現在で縄文時代中期から

後期の住居跡２５軒を検出した。最も古い住居跡は２７地

点の１４号住居跡で阿玉台Ⅱ式期である。本調査区はさ

かい川に向かう傾斜角５～１０°の斜面地であるが、平

坦な台地部分から斜面地にかけて住居跡が分布する。

集石はさらに低い区域にまで分布し、さかい川からわ

ずか１０�の距離である。

古代の遺構は奈良時代の住居跡が本調査区で１軒、

１００�西側の第２地点で１軒検出した。

中世以降の遺構は本調査区と１８地点でさかい川に直

交する溝跡のほか地下式坑、土坑を検出する。

第１２６図 神明後遺跡遺構分布図（１／１，５００）
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地
点 所 在 地

調査期間
（ ）は
掘調査

面積
（�）

調査
原因 確認された遺構と遺物 所収

報告書

１ 苗間２８１－１ １９９３．５．６
～５．１１ ６１５共同住宅 遺構なし、平安時代須恵

器片、陶器片 町Ⅲ

２ 苗間２９５－２，２９９－３
１９９３．５．１２
～５．２０ １，６８８道路築造

落し穴１、平安住居１軒（H１号）、
縄文土坑１、中・近世掘建柱建
物跡、地下式壙１、井戸、堀

町Ⅲ

３ 苗間３０９－１２
（１９９５．３．２４
～３．２９）
１９９５．４．３～５．１９

２００分譲住宅 縄文住居１軒（２号）、伏甕２、
埋甕１、土坑２、ピット３４他 町Ⅵ

４ 苗間３０２ （１９９６．６．１７
～６．１９） ７０３物置 遺構なし、縄文土器片 町Ⅵ

５ 苗間神明後３９５－５
（１９９７．３．１５）
１９９７．３．１５
～４．２

８０個人住宅
縄文住居１軒（３号）、土坑５、
溝、他
縄文中期後半～後期初頭

町Ⅵ

６ 苗間２５５，２２７－２（１９９７．９．２９～９．３０） １５０個人住宅 土坑１、土器片・石器片 町Ⅶ

７ 苗間２６０ （１９９８．６．１～
６．２） １，４６０個人住宅 近世地下室１ 町Ⅷ

８ 苗間２３５－１ （１９９８．７．１３
～７．２４） ４５８共同住宅 集石土坑１、土坑２、ピット

４０、柵列１、溝 町Ⅷ

９ 苗間３１０－１ （１９９８．９．１～９．１１）
１９９８．９．１４～１０．１５ ２１９共同住宅

縄文住居４、集石土坑１、落し
穴１、縄文土坑２、近世土坑１、
井戸２、地下室１、ピット３３

町Ⅷ

１０苗間２９８－１ （１９９９．９．１６） ４４個人住宅 遺構なし、縄文土器片 町Ⅸ

１１苗間３６６
（１９９９．１０．２１）
１９９９．１０．２２～
１０．２６

２３９個人住宅 土坑１７、ピット７ 町Ⅸ

１２苗間２８２－２・５ （２０００．３．６） ２１１共同住宅 遺構・遺物なし 町Ⅸ

１３苗間３０２－１ （２０００．４．１７
～４．１９） ６９４個人住宅 土坑１２、ピット 町Ⅹ

１４苗間２５２－２ （２０００．８．１８
～８．２３） ３５７共同住宅

土坑１、近世掘建柱建物跡
１、溝２、井戸１、柵列、ピッ
ト３８

町Ⅹ

１５苗間２９３－１５
（２００１．４．１１）
２００１．４．１２～
４．１３

１６３個人住宅 集石土坑１（阿玉台期） 町ⅩⅠ

地
点 所 在 地

調査期間
（ ）は
掘調査

面積
（�）

調査
原因 確認された遺構と遺物 所収

報告書

１６苗間３０９－１４
（２００１．７．２３
～７．２４）
２００１．７．２５～９．３

１６５個人住宅
縄文屋外埋甕４、土坑１３、
溝２、地下式壙１、地下室１、
竪穴状遺構１、ピット３８

町ⅩⅠ

１７苗間３６９－１ （２００２．３．２８） ５８１個人住宅 近世溝 町ⅩⅠ

１８苗間３０４－１，３０３－６
（２００２．５．１５
～５．２５）
２００２．５．２７～６．２１

６７２分譲住宅 縄文中期住居５軒（８～１２
号）、土坑、古代・中世堀跡 町ⅩⅡ

１９苗間２６４－４ （２００２．９．１８
～９．２０） ２１６個人住宅 根切溝、溝４ 町ⅩⅡ

２０苗間２９３－１１ （２００３．１．１４
～１．１５） １４３個人住宅 中・近世溝２、ピット２ 町ⅩⅡ

２１苗間２８３－１ （２００３．１．１０
～１．３０） ６７４土地造成 ピット７、井戸１、近世地下

室２、土坑１ 町ⅩⅡ

２２苗間２３５－２・３ （２００３．７．８
～７．２９） ４３０分譲住宅 井戸１、土坑１０、ピット３８、

江戸後期陶磁器 町ⅩⅡ

２３苗間２５３ （２００４．４．９） ６２個人住宅 地下室１、銭貨 町ⅩⅡ

２４苗間神明後２９３－４・１０
（２００４．９．３０
～１０．７） １４８個人住宅 遺構・遺物なし 町ⅩⅡ

２５苗間２９５－１ （２００４．９．３０
～１０．７） ６６０店舗併用住宅 遺構・遺物なし 町ⅩⅡ

２６
苗間神明後３０１，
３０３－３・４・５，３０４
－１，３０３－７

（２００５．６．１～６．８）
２００５．６．１５～６．３０ ６８９分譲住宅

縄文中期住居１軒（１３号）
中世地下式壙、近世土坑５、
溝

調１８集

２７苗間２４８－２，２４９－１
２００５．７．２０～２５
２００５．７．２７
～７．２９

３８５共同住宅 縄文中期住居１軒（１４号） 調１８集

２８苗間神明後３０６‐１
（２００６．５．８～３１）
２００６．６．２９
～１０．５

２，１７１宅地造成
縄文中期住居１１軒（１５～２５号）、
集石２３、土坑５、落とし穴１、炉穴
３、ピット、溝４、古代・中世堀跡１

市３

２９苗間神明後３０３‐２１，２４
（２００６．５．８
～１１）
２００６．５．１２～１９

１３６個人住宅建設 ピット１、古代・中世堀跡１ 市３

３０苗間神明後３０３‐１
（２００６．５．８～１９）
２００６．１２．１４
～１２．１９

１０１個人住宅建設 ピット１２ 市３

住居
番号 調査率 平面形

（ ）は推定 規 模
炉

埋甕 拡張 壁溝 備 考 時 期 文 献
地床 埋設 石囲

１号 １０％ （円形） 不明 未掘 ○ 中世土塁の下 加曽利 EⅡ 大井町史資料編Ⅰ

２号 ６５％ （円形） 不明×４３５×１６ ○ ○ ○ 有 土坑と複合 加曽利EⅣ、埋甕も EⅣ 町内遺跡群Ⅵ

３号 ４５％ （円形） ４１０×不明×３０ ○ 有 北半未掘 加曽利 EⅡ新 町内遺跡群Ⅵ

４号 １５％ 不明 不明 ○ 不明 ○ 撹乱著しい 加曽利 EⅡ中 町内遺跡群Ⅷ

５号 ４５％ （円形） ５６５×？×３３ ○ 有 東北部未掘 加曽利 EⅡ新 町内遺跡群Ⅷ

６号 ９５％ 円形 ５９６×５４２×４５ ○ � � 有・建替 ○ 拡張と建替各２ 加曽利 EⅠ新古相 町内遺跡群Ⅷ

７号 ７０％ 円形 不明×４９８×１８ ○ ○ ○ 不明 東南部床まで削平 加曽利 EⅡ 町内遺跡群Ⅷ

８号 ７０％ （円形） ５８０×？ ○ ○ 不明 床面撹乱 加曽利 EⅠ 調査会報告１６集

９号 ５０％ （不整円形） （４９０×２７０） 未掘 有 ○ １０号に切られる （加曽利 EⅠ新新相）調査会報告１６集

１０号 ５０％ 不明 （３００×２５０）×５０ 未掘 ○ ９号を切る 曽利Ⅲ式 調査会報告１６集

１１号 ４０％ （不整円形） （４９０×？）×５５ 未掘 ○ 加曽利 EⅡ 調査会報告１６集

１２号 ７０％ （不整円形） （５７０）×５５０×８０ ○ ○ 加曽利 EⅡ 調査会報告１６集

１３号 完掘 隅丸方形 ３４３×３７０×１３ ○ ○ ○ 加曽利 EⅠ 調査会報告１８集

１４号 完掘 円形 ４０４×４０３×２０ ○ ２本柱のみ 阿玉台Ⅱ 調査会報告１８集

１５号 完掘 円形 ５７３×４９９×３５ � 入口に張り出し有、１７住を埋める 加曽利 EⅢ 市内遺跡群３

１６号 完掘 隅丸方形 ３３８×３３７×２５ � ○ 加曽利 EⅡ新 市内遺跡群３

１７号 完掘 隅丸長方形 ６８４×５２５×７０ � ○ 有 ○ 拡張３、１５住に切られる 加曽利 EⅠ新 市内遺跡群３

１８号 完掘 隅丸方形 ６０８×６００×９０ ○ △ ○ ○ 石囲いの可能性有、１９住に切られる 加曽利 EⅠ新 市内遺跡群３

１９号 完掘 隅丸長方形 ４７６×４４８×６０ � △ 石囲いの可能性有、１８住を切る 加曽利 EⅡ 市内遺跡群３

２０号 完掘 隅丸方形 ４７３×４８３×２８ ○ 要り口近くに配石、伏甕 加曽利 EⅡ中 市内遺跡群３

２１号 ４０％ （隅丸） ？×？×１０ ○ ○ ２０・２４住より古い 加曽利 EⅠ新 市内遺跡群３

２２号 完掘 隅丸五角形 ４９１×５１３×１１３ ○ ○ 加曽利 EⅠ新 市内遺跡群３

２３号 ２５％ 不明 ？×？×２１ � △ 石囲いの可能性有、２０
住より古、２４住より新 加曽利 EⅡ 市内遺跡群３

２４号 １０％ 不明 ？×？×５５ 未掘 ○ ２０・２４住より古、２１住より新 加曽利 E 市内遺跡群３

２５号 完掘 不明 （５００×４００）×５ ○ ○ 加曽利 EⅡ新 市内遺跡群３

第６６表 神明後遺跡調査一覧表

東＝東部遺跡群、資＝町史資料編、史＝大井町史料、調＝遺跡調査会、町＝町内遺跡群、市＝市内遺跡群

第６７表 神明後遺跡住居跡一覧表
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Ⅲ 遺構と遺物

（１）１５号住居跡

【位置】調査区の南側平坦地、コ－１７に位置する。西

側は１７号住居跡と重複し、１７号住居跡を埋めて本住居

を構築している。

【形状】平面形態はいびつな円形を呈し、南側は７０�

程張り出す。規模は主軸方位の北西－南東方向には樹

木があり正確にはわからないが約６�、東西５．０�。

確認面から床面の深さは３５�である。

【炉】炉は２基検出した。

炉１は住居中央に位置する。径７５×６０�の楕円形に

石を配置した石囲い炉で・中央は深さ１５�程窪み、南

東側は被熱し赤化する。

炉２は炉１の南東部に接しており、径４０�・深さ５

�の範囲が円形に比熱し赤化する。南東部を石で囲う。

炉２の覆土は床面のように硬く締まっており、最終的

には炉１を使用していたと思われる。

【ピット】床面上に１０基、１７号住居覆土内に１基検出

した。P１・２・７・１２が主柱穴と思われる。柱の間

隔は P１２－P２間が２．９�、P２－P７間と P７－P１間

が２．４�である。

【床・壁】壁は緩やかに立ち上がり、床面はほぼ平坦

である。

【時期】出土土器から加曾利 EⅡ～Ⅲ式期。

第６８表 神明後遺跡第１５号住居跡ピット一覧表（単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P１ 円形 ３０×２７ ２２×２０ ２９ 土器出土

P２ 円形 ３６×３４ ２０×１３ ３４

P３ 円形 ２４×２３ １６×１１ ２１

P４ 円形 ２８×２６ １８×１５ １３

P５ 楕円形 ４５×２７ ２５×１３ １３

P６ 円形 ５４×４５ ３４×２６ ２６

P７ 円形 ３１×３０ １６×１３ ５４ 石鏃出土

P８ 円形 ２７×２３ １２×１２ １４

P９ 円形 ２８×２７ １６×１２ １５

P１０ 円形 ２９×２４ ２０×１４ １３

P１１ 楕円形 ２４×１８ １４×１２ １１

P１２ 円形 ４６×４２ ２１×１８ ５５

第１２７図 神明後遺跡１５号住居跡（１／６０）
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第１２８図 神明後遺跡１５号住居跡炉（１／３０）遺物出土状況図（１／６０）
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【出土遺物】（第１２９・１３０図）

１は波状口縁で胴中部がくびれる深鉢である。口縁

から胴中部までを完存し、底まで接合した。推定口径

１８�・器高２３�である。全面に縄文を施文した後に、

口縁下に２本の沈線をめぐらせ、花弁状沈線と蛇行沈

線を入れる。胴下半は直下と蛇行沈線を入れる。加曽

利 EⅢ式併行。

２は１３片が接合した深鉢で２片は１７住覆土から出土

した。口縁部は重弧状沈線で頸部には２本の蛇行粘土

紐をめぐらせ交互刺突を加える。胴部は地文撚糸文に

隆帯を貼付けて垂下文をつくる。曾利系の土器。３～

９は地文縄文で口縁部文様帯と胴部文様帯から成る深

鉢で、３は区画文と渦巻文で口縁部文様帯をつくり、

これに続く胴部は地文縄文で直下磨消懸垂文が入る。

第１２９図 神明後遺跡１５号住居跡出土土器（１／４）
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４は長楕円形区画と渦巻文、５は渦巻文と区画文で文

様帯をつくり胴部に貼付懸垂文をもち、地文は縄文で

ある。６は大小の円形区画文をもつ。７は丁寧につく

られた小深鉢で、胴上部までの半分を残し口径１４�、

現存高９�。口縁部文様帯は長楕円形区画文で胴部は

地文縄文で２本の沈線間を磨消した直下懸垂文をもつ。

３と７では磨消懸垂文がよく残る。８は渦巻文と長楕

円形区画で口縁文様帯をつくり、胴部は７と同巧。こ

れらは加曽利 EⅡ式新相。９は地文縄文で、口唇に

交互刺突文を加え、同上部には連弧文を入れる。

１０は花弁状弧状磨消をもつ。１１～１３は櫛描沈線を地

文とする深鉢で１１・１２の口縁部文様帯は長方形区画と

円形区画からなる。１１には大きい列点、１３には無文口

縁がつく。１１～１３は加曾利 EⅡ併行。

１４は胴中部がくびれた深鉢で花弁状を沈線で描き垂

下沈線を加える。１６は大深鉢の胴中部で花弁状を囲む

磨消の交差部。１４～１６は加曾利 EⅢ式。１７は無文口

縁下に突出隆帯を作る。加曾利 EⅡ併行の異系統の

土器。１８は地文縄文で連弧文と垂下沈線を入れる。

１９は有孔鍔付土器であり、鍔の上下に孔が貫通する。

表面には弧状隆帯の外に列点文を加える。裏面は黒色

様磨きが加えられている。２０は有孔鍔付土器の鍔部で、

口縁基部に円孔が貫通する。２１も有孔鍔付土器で内面

に赤色塗彩がある。

２２は深鉢の無文底部で、細く整美な網代痕が残る。

石器は石鏃２、スクレーパー１、打製石斧９、敲石

４、磨製石斧１、くぼみ石１、剥片１の計１９点が出土

し、うち１２点を図化した。

２３と２４は P７出土の黒曜石製石鏃。

１５住出土土器は１７住と重複するために、両者の接合

例が多い。１５住覆土出土の土器片８９０を割愛したが、

それらは中期後半のものがほとんどである。

第１３０図 神明後遺跡１５号住居跡出土石器（１／４、２／３）
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（２）１６号住居跡

【位置】調査区の北東、標高１２．７�から１３．０５�の斜

面上、ク－７に位置する。

【形状】平面形態は隅丸方形を呈するが、埋甕と炉１

を結ぶ線を主軸とすると、規模は主軸方位の南北方向

で３．４５�、東西３．３５�。確認面から床面の深さは２５�

である。

【炉】炉は２基検出した。

炉１は住居中央やや北に位置する。径４０�、深さ５

�の円形部分が被熱し赤化する。赤化範囲の１０～１５�

周囲も熱のためロームが白色化し硬化している。また、

赤化範囲を中心に、楕円形の窪みが南方向と南東方向

の２方向にのびる。全体の規模は１２５×１００�である。

炉２は炉１の北東１０�、東壁から２０�の壁際にある。

全体の規模は６５×５８�の楕円形である。中央部分の径

４３×３５�・深さ５�の範囲が被熱し赤化する。赤化範

囲の周囲も熱のためロームが白色化し硬化している。

【埋甕】南側壁際に土器が斜めに埋設されていた。土

器は胴下半を打ち欠いた深鉢である。埋設されていた

ピットは上端径３０�、下端径１５×１１�、深さ２５�。

【ピット】床面上に６基検出した。P１～P５が主柱

穴と思われ、埋甕と P５を結ぶ線を中心に五角形に配

置する。柱の間隔は P１－P２間が１．５�、P２－P３間

１．１�、P３－P４間１．９�、P４－P５間１．８�である。

【床・壁】壁は垂直に立ち上がり、床面は南側が高く

北側が低い。比高差は１５�ある。

第６９表 神明後遺跡１６号住居跡ピット一覧表 （単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P１ 円形 ３８×３１ ２７×２２ ２５ 土器出土

P２ 円形 ３０×３０ １３×１３ ２６ 土器出土

P３ 不整形 ４２×３３ １９×１３ １４

P４ 円形 ２２×１８ １０×９ ３８

P５ 円形 ２２×１９ ９×７ １４

P６ 円形 ３２×１６ １９×１６ ４０

【時期】埋甕から加曾利 EⅡ式期。

【出土遺物】（第１３１図）

１は住居南壁近くに埋設された埋甕で、口縁から胴

中部までを完存する深鉢で口径１８．６�・遺存部高１３�

である。口縁部文様帯は平板な渦巻文と区画文で胴部

はRL縄文を地文とし、２本の沈線間を広く磨消して

直下懸垂文１２単位をつくるが内３つはU字状磨消で

上下折返しがある。加曾利 EⅢ式に近い。

２は地文撚糸文で２本組みの連弧文を入れる。

３は素口縁深鉢で、口縁下の２本の沈線のみで、体

部は単位の短い LR縄文の地文のみである。現存部高

１１�である。１と同時期の深鉢。

４は僅かに波状となる素口縁の深鉢で、胴中部まで

を遺存する。地文条線で、頸部に横位のほか、波頭部

から貼付隆帯２本を垂下させる。加曾利 EⅡ式併行

の土器。５は浅鉢の底部であるがハジケ痕が著しい。

出土土器のうち６０片を割愛したが殆んど加曾利 E

Ⅱ式と EⅢ式及び併行期のものである。黒曜石の剥

片３も割愛した。

第１３１図 神明後遺跡１６号住居跡出土土器（１／４）
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第１３２図 神明後遺跡１６号住居跡遺物出土状況図（１／６０）炉・埋甕（１／３０）
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（３）１７号住居跡

【位置】調査区の南側平坦地、シ－１６に位置する。東

側は１５号住居跡と重複し、１５号住居跡によって壊され

る。また東側も樹木によって壊される。

【形状】平面形態は隅丸長方形を呈し、若干南側の幅

が広くなる。規模は主軸方位の北西－南東方向で６．８５

�、横幅５．４５�。確認面から床面の深さは７０�である。

【炉】炉は重複した状態で２基検出した。全体規模は

１７５×１００�ある。

炉１は住居中央北西寄りに位置し、炉２を埋めて構

築している。上端幅９０�・深さ２０�の楕円形を呈し、

中央から南西側にかけて径５０�のローム面が被熱して

赤化し、２０�ほど窪む。赤化部分の周囲１０～２０�が溝

状に１０�ほど深くなっている。おそらく本来は、赤化

していない帯状の溝に石を埋設した石囲い炉であった

と思われる。

炉２は住居中央、炉１の南東部に重複し、炉１より

古い。上端１２５×１００�・深さ１５�の隅丸長方形を呈し、

中央部分の９０×５５�のローム面が被熱し赤化する。

【埋甕】南東側壁際で若干内側向きの斜め方向に土器

が埋設されていた。土器は胴下半を打ち欠いた深鉢で

ある。埋設していたピットは上端径３６�、下端径２０�、

深さ３０�。

【周溝】周溝は５本検出した。上幅は１５～３０�である。

溝１は最も内側で、３．５×３．５�の規模があり、床面か

らの深さ４～８�前後と浅く、ローム主体の土で硬く

踏み固められていた。

溝２は溝１の南西側へ５０�、主軸方向の南東側へ７０

�広くなり４．０×４．０�の規模、溝３は溝２より南東側

へ８０�外側に構築され、４．０×４．８�の規模である。溝

１と同じくローム主体の土で硬く踏み固められていた。

床面から深さ１２�、断面「U」字形。

溝４は溝３から短軸方向へ３０�、主軸方向の南東側

へ５０�広くなり６．０×５．０�の規模。床面からの深さ１５

～２５�前後で、南側ほど深くなる。断面「コ」字形。

溝５はテラスのように床面が一段高くなった最外周

の壁際に部分的に構築されている。溝４から主軸方向

の北西側と北東側に３０�広くなり６．２×５．２�の規模。

床面から深さ２０�、断面「コ」字形。

【ピット】床面上に３５基検出した。P１３・１７・１９・２１

は溝１に伴い、P１・９・１２・１４・２２は溝２、P４・

５・６・８・１０は 溝３に、P２・７・１１・１５・１８・２０

は溝４に伴う柱穴と思われる。溝４の段階では P２・

１１・１４・１５・２０が主柱穴と思われ、柱の間隔は P２－

P１１間が３．０�、P１１－P１４間は２．５�、P１４－P１５間は１．９

�、P１５－P２０が２．４�である。

【床・壁】壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は中央が

やや深いもののほぼ平坦である。

【時期】出土土器から加曾利 EⅠ新～EⅡ式期。

第７０表 神明後遺跡１７号住居跡ピット一覧表 （単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P１ 円形 ６７×６４ ３２×２９ ６６

P２ 楕円形 ５２×３８ ２７×２３ ７０ 土器出土

P３ 円形 ２２×１８ １４×１２ ２０

P４ 円形 ４２×３８ ２０×１６ １４

P５ 円形 ４２×３６ ２９×２４ ２０ 打斧出土

P６ 円形 ３９×３４ ２５×１７ １３

P７ 円形 ３１×３０ １４×１１ １２

P８ 円形 ２８×２６ ２０×１２ ６３

P９ 楕円形 ３０×２３ １１×１０ ４４

P１０ 円形 ３７×３６ ２２×１９ １６

P１１ 円形 ４２×４０ １８×１４ ８０ 土器出土

P１２ 円形 ３４×３０ １８×１５ ３６

P１３ 円形 ３０×２５ １６×１４ ４３ 土器出土

P１４ 円形 ４０×３８ ２６×２０ ５２

P１５ 楕円形 ４９×３６ ３４×２５ ４２

P１６ 不整形 ー×１８ １５×８ １２

P１７ 円形 ３１×２２ １６×１３ １４

P１８ 円形 ３４×２８ １６×１５ ６０

P１９ 円形 ２８×２８ １０×６ ３５

P２０ 不整形 ８７×５４ １３×８ ５６

P２１ 円形 ４３×４１ ３２×２７ ２５

P２２ 円形 ５４×５０ ４２×４０ １１ 土器出土

P２３ 円形 ３５×２９ １５×１０ １８

P２４ 円形 １２×１２ ８×８ １６

P２５ 円形 １８×１６ １０×８ ９

P２６ 円形 １５×１５ １０×１０ １２

P２７ 楕円形 １５×１１ ８×５ １２

P２８ 楕円形 ２０×１５ １０×５ ７

P２９ 円形 ２３×２０ １２×１２ １０

P３０ 円形 ２０×１８ １４×１０ １６

P３１ 円形 ２０×１９ １０×１０ ３１

P３２ 楕円形 ２８×２２ １５×１２ ３８

P３３ 楕円形 ２０×１４ １２×８ ３２

P３４ 楕円形 １８×１５ １２×１０ １４

P３５ 楕円形 ２２×１５ １２×１０ １４

【出土遺物】（第１３６～１３８図）

１は埋甕であり、口縁から胴中部までを完存し、口

径３４．６�・現存高２１�である。口縁部・胴部共に地文

はRL縄文である。口縁部文様帯は渦巻文と区画文で
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第１３４図 神明後遺跡１７号住居跡炉・埋甕（１／３０）遺物出土状況図�（１／６０）
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あるが、渦文間がつなぎ文状に連結すること、渦巻の

尖端がペン先状という特徴がある。頸部無文帯下に粘

土紐を貼付けて蛇行状にめぐらす。胴部には２本組み

隆帯を貼付けて直下懸垂文とする。赤～黄褐色を呈す

る。加曾利 EⅠ新式であるが曾利系の要素を含む。

２は口縁から胴中部までを遺存する深鉢で、口径２５

�・現存高１８�である。幅狭の無文口縁下に隆帯をめ

ぐらせ体部と区別する。体部の地文は管状工具による

縦位の沈線列であり、隆帯を貼付けて２本組みの直下

と蛇行懸垂文８単位をつくる。２本組み直下懸垂文の

基部は前方に突出する。胎土には橙色粒子を多く含み、

焼成良好である。加曾利 EⅠ新式に併行する曾利系

土器である。

３は底板を欠くほかは口縁から底部までをほぼ完存

する小深鉢で、口径１７�・器高１８�である。無文口縁

の下に段差を削り、櫛状工具による条線文を地文とし、

１０本の貼付垂下文をもつ。加曾利 EⅡ式併行の曾利

系土器である。

４は地文条線の大型深鉢で胴上部から底部までをほ

ぼ完存する。胴部径３３�・底径１３�・現存高３１�であ

る。胴部には直下懸垂文と蛇行懸垂文を貼付けるが直

下懸垂文には２本組みと単線のものがある。粗製の曾

利Ⅲ式。

５は地文条線の深鉢で底部を欠くほかは３／４を遺

存する。口径１８�・胴部径１１�・現存高１９�である。

口縁は４単位の波状口縁で、２本組み沈線で渦巻文を

描く。胴部には２本組み沈線を２段めぐらすが、上段

は端部が僅かに渦巻きになる。外面上部に煤付着。

６は地文条線の深鉢で、口縁から胴中部の５０％を遺

存し、推定口径２５�・現存高２１�である。半裁管状工

具による２本組み沈線の連弧文と水平沈線を、口縁と

胴部中位の２段にめぐらす。

第１３５図 神明後遺跡１７号住居跡遺物出土状況図�（１／６０）
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第１３６図 神明後遺跡１７号住居跡出土土器�（１／４）
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第１３７図 神明後遺跡１７号住居跡出土土器�（１／４）
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第１３８図 神明後遺跡１７号住居跡出土石器（１／４、２／３）
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７は素口縁の深鉢であり口縁から胴下部までを遺存

し口径２５�・現存高２５�である。地文は全面条線であ

り、口縁には連弧文が描かれ、胴部には２本組みの直

下と蛇行懸垂文が沈線でラフに描かれる。加曾利 E

Ⅱ式に併行する曾利系土器である。

８はミニチュア深鉢で口縁から胴中部の５０％を遺存

し、口径１０�・現存高１２�である。地文条線の上に、

胴上半には２本組みの連弧文、胴下半には直下懸垂文

があり、胎土には白色細砂粒・橙色粒子を含むが整形

は入念。

９は口縁と胴下部を欠くが胴中部を完存し、胴中部

径１６�・現存高１５�である。半裁竹管状工具による縦

位の沈線列を地文とし、頸部と胴下部に数本の沈線を

めぐらすのみ。胎土に石英と微砂を多く含み暗褐色を

呈する。

１０は素口縁の深鉢であり口縁から胴下部までの

１／３を遺存し推定口径２６�・現存高１２�である。地

文は縦位RL縄文。胴部境に隆帯をめぐらせ懸垂隆帯

を貼り付け、隆帯間を沈線であばら骨状に描く。

１１は地文 LRL縄文の深鉢で、口縁から胴中部の４０％

を遺存し、推定口径３０�・現存高２１�である。口縁直

下に２本組み沈線の水平沈線と連弧文を、胴部中位に

水平沈線と懸垂文を描く。一部の連弧から蛇行沈線が

垂下する。

１２は口縁から体下半部までの約４０％を残す無文の大

型深鉢で、口径４０�・現存高２８�である。外反する口

縁部の下に内傾する口縁無文帯・体部と続く。整形は

入念で、口縁の内外共に塗彩がある。本器の特徴は、

器の内面全面にみられる塗彩文様である。赤と黒の彩

色で２本組みの直曲線を底から口縁に伸ばし、器の屈

曲部で左右に伸ばし、共に円形の外側を囲む。左右対

称の図であり、４単位描かれた可能性が高い。赤と黒

の彩色図形であるが、類例も知られぬ新資料である。

浅鉢の形は加曾利 E期のものである。６片を接合し

たが他の破片は不明。

１３は素口縁の深鉢で口縁から胴下部までの約２０％を

遺存し推定口径２９�・現存高１８�である。地文は撚糸。

頸部に交互刺突の蛇行隆帯、胴部には２本組み隆帯で

唐草文（渦巻文）が描かれる。胎土に角閃石粒を含む。

加曾利 EⅡ式に併行する曾利系土器である。

１４は粗い櫛描条線を地文とする深鉢で、頸部に２本

の蛇行隆帯をめぐらせ、胴部には貼付隆帯でクランク

文と蛇行文をつくる。加曾利 E式併行の曾利式。

１５は地文撚糸の深鉢で、交互刺突の蛇行懸垂隆帯と

懸垂隆帯を貼り付ける。

１６aと１６bは同一固体と思われる地文撚糸の深鉢で、

口縁は渦巻き文の中空把手を配し、胴部にも渦巻き文

を隆帯で貼り付ける。口縁外面に炭化物付着、内面に

はハジケが認められる。

１７は土器を乗せる器台で、脚下底の一部は中央で、

弧状沈線で囲う。

１８は無文のミニチュア土器で波状口縁。推定口径４

�・底径２．５�・高４．８�。１９深鉢の、２０は浅鉢の底部

破片で、２０は P５出土。

２１～２４は側面調整の著しい土製円盤で、地文は異な

り２１と２２は地文撚糸文、２３は沈線列、２４は条線である。

いずれも加曾利 E式のもの。

１７住出土土器は１５住と重複するために、両者の接合

例が多い。１７住覆土出土の土器片３０００を割愛したが、

それらは中期後半のものがほとんどである。

石器は石鏃７、石槍２、ドリル１、楔形石器３、石

核２、石匙１、打製石斧１０、敲石７、磨製石斧１、磨

り石３、石刃１、くぼみ石１、剥片１の計３９点が出土

し、うち３０点を図化した。

（４）１８号住居跡

【位置】調査区の中央サ－１２、平坦地から斜面地にか

けて立地する。西側は１９号住居跡と重複し、１９号住居

跡によって壊される。

【形状】平面形態は胴張りの隅丸方形を呈する。規模

は主軸方位の南北方向で４．５�以上、横幅４．０�。確認

面から床面の深さは９０�である。

【炉】炉は住居中央北西寄りに位置する。上端幅１４２

×７５�・深さ１５�の楕円形を呈し、中央部分のローム

面が被熱して赤化するが、赤化部分の中の１１０×６０�

の範囲は１０～２０�幅で溝状に５�ほど深くなり、赤化

していない。溝に石を埋設した石囲い炉であった可能

性がある。

【埋甕】南東側壁際で若干外側向きの斜め方向に土器

が埋設されていた。底近くには１０�ほどの平たい自然
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礫が置かれていた。土器は胴下半を打ち欠いた深鉢で

ある。埋設していたピットは上端径４５�、下端径２２�、

深さ２４�。

【周溝】周溝は１本検出した。上幅は２５～３５�、下幅

１０～２５�、深さ２５～３０�、断面「U」字形である。

【ピット】床面上に１４基検出した。P１・３・６・７

・８の５本が主柱穴と思われる。柱の間隔は P１－P

３間と P６－P７間が２．２�、P３－P６間は３．７�、P７

－P８間と P８－P１間が１．７�である。P１と P２は掘

り換えがあり P２が古い。

第７１表 神明後遺跡１８号住居跡ピット一覧表 （単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P１ 円形 ５４×５０ ３０×２２ ６３ P２より新

P２ － ４４×－ －×－ ６３ P１より古

P３ 円形 ６１×５０ ３６×２１ ９７ P４より新 土器・石器出土

P４ 円形 ５４×４２ ４８×２６ ３７ P３より古 土器出土

P５ 円形 ４５×４０ １４×１３ ７２ 土器出土

P６ 円形 ６７×６１ １７×１６ ８１ 土器出土

P７ 円形 ４７×４１ １６×１２ ５６

P８ 不整形 ７４×４６ ３０×２１ ６１

P９ 楕円形 ４２×３４ １９×１６ １９

P１０ 楕円形 ５０×３５ ２４×１５ ７９

P１１ 円形 ２７×２４ １５×１２ １３

P１２ 円形 ２８×２６ １１×１０ １３

P１３ 不整形 ２４×１９ １２×８ １１

P１４ 不整形 ２８×２６ １８×１６ １１

【床・壁】壁は垂直に立ち上がり、斜面の高い部分で

９０�、低い部分で３０�の掘り込みがある。床面は平坦

である。

【覆土】床面から１０～４０�ほどすり鉢状に埋没した時

点で大量の土器が出土している。

【時期】埋甕土器から加曾利 EⅠ新式。

【出土遺物】（第１４２～１４５図）

１は住居の床面南壁溝寄りに埋設された埋甕で、胴

最上部以下を欠失し、口径３９．４�・遺存部高２１�であ

る。口縁文様帯は区画文と渦巻文の２段構成で平板な

特徴をもち、地文は小さいRL縄文である。幅の広い

頸部無文帯下に胴部との区画沈線３本をめぐらすが、

以下を欠失する。胎土に橙色粒子を含み焼成良好で暗

褐色を呈する。加曾利 EⅠ新式。

２は中空の波頭把手４をもつ深鉢の完形品で、口径

２１�・器高２７�である。口縁部文様帯は、地文の縦位

の沈線列の上に、隆帯で区画文と渦巻文の４単位を作

るが、区画文の端部が渦巻いて中空の把手となる。幅

の狭い頸部無文帯下の胴部は、地文RL縄文の上に、

３本組垂下沈線と２本組み蛇行沈線を４単位加える。

３は口縁から底までほぼ完形に復原しうる大形浅鉢

で、口径３８．２�・底径１１．５�・器高２８．５�である。や

や外反する無文口縁下に幅広い文様帯がある。縦位の

沈線列を地文とし、隆帯で区画文と渦巻文６単位をつ

くる。体部は無文で整形入念である。焼成は良好で、

口縁は赤色・他は黄～赤褐色で口縁部の内外に赤色塗

第１４０図 神明後遺跡１８号住居跡炉・埋甕（１／３０）
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第１４２図 神明後遺跡１８号住居跡出土土器�（１／４）
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第１４３図 神明後遺跡１８号住居跡出土土器�（１／４）
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彩が認められる。加曾利 EⅠ式大型浅鉢である。

４～１１は口縁部文様帯・頸部文様帯・胴部文様態か

らなる深鉢で、４～６は２本組み隆帯で長楕円形区画

と渦巻文で口縁部文様帯をつくる大形深鉢で、４の地

文は深い撚糸文を地文とし、胴部には２本組直下と蛇

行懸垂文６単位で口径３６�である。５は地文縄文で４

に近い文様構成をとるが渦巻文が突出し口径３４�。６

は雑な撚糸文を地文とする中形深鉢。７は地文縄文で

渦巻部が突出する。８は地文縄文の小深鉢で、口縁文

様帯は沈線で区画し、胴部は地文のみ。４と５は典型

的な加曾利 EⅠ新式中相。６～８は加曾利 EⅠ新式

新相。

９は口縁部や文様帯の渦巻部が変形し地文縄文が残

る。１０は胴中部から下部までの８０％を遺存する。地文

はRL縄文で貼付隆帯による懸垂文は８単位。１１は密

なRL縄文を地文とし、２本組み沈線の直下懸垂文と

沈線による蛇行懸垂文６単位をもち底径９�。１２は１１

と同巧の底径７．５�の深鉢。１３は地文縄文で組成は１１

と同様であるが整形・施文共にラフな大深鉢。１４は無

文口縁の中形深鉢でラフな撚糸文を地文として沈線に

よる懸垂文をもつ。１５は太い沈線を地文とし貼付隆帯

による垂下文を加える底径１２�の深鉢。１６は胴中部か

ら底までを残す底径９．６�の深鉢であるが、地文と懸

垂文共に特徴がある。地文の大部分は、櫛描き条線で

あるが１単位分のみは地文が撚糸文であり、直下懸垂

文は貼付であるが、蛇行懸垂文は沈線で描かれる。８

第１４４図 神明後遺跡１８号住居跡出土土器�（１／４）
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～１０は加曾利 EⅠ新式中相で、１１～１３は加曾利 EⅠ

新式新相又は加曾利 EⅡ式古相。１４～１６は１１～１３と

併行する曾利系の土器である。

１７～２４は浅鉢である。１７は大形浅鉢の文様帯部分の

３０％が遺存する。沈線列を刻目付隆帯で区画し楕円形

区画間の上部は渦巻状に突出する。１８は口縁部文様帯

をもつ大浅鉢で、地文縄文の上に隆帯を貼付けて区画

文とペン先状隆帯をもつ。文様帯と口縁部の境には千

鳥状交互刺突文を、体部との境の区画隆帯上には刻目

を入れる。施文・整形ともに入念で、焼成良好で赤褐

色を呈する。１９は浅鉢の口縁部文様帯と体部のごく１

部を残すが文様帯は長方形区画をつくり、区画内端部

を渦巻かせ、他は縦位の沈線列であり、整形良好で赤

褐色を呈する。２０は平たい口縁上面に、沈線間に刻目

を入れ、器の内外上面には赤色塗彩が残る。２１は復原

口径３９�の浅鉢で無文浅鉢である。整形・磨きが著し

いという特徴をもち、外面上部に広く赤色塗彩が認め

られる。２２は無文で整形良好な浅鉢で、口縁から底近

第１４５図 神明後遺跡１８号住居跡出土石器（１／４、２／３）
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くまでの６０％を遺存し、幅狭の口縁部の内外に赤色塗

彩の痕跡が残る。復原口径は３６�である。２３は口縁が

外反する浅鉢で、口縁から体部下半までを遺存し復原

口径４２�。特徴的なのは整形が極めて良好で横位のヘ

ラ磨きが著しいことと、体部が６～７�と薄いことで

ある。内面最上部に赤色塗彩残るほか、外面の口縁頂

から体部にかけて不定形の赤色塗彩が、ほぼ全面的に

垂下する。２４は口縁が外反し、体上部が最大径となる

無文の浅鉢で口径３２�。ラフにつくられ、胎土に砂粒

が多い。

２５は台付深鉢型土器の台の基部で台部が花粉科植物

で調整されている。

２６は有孔鍔付土器の鍔部の細片で、孔は鍔基部を上

下に貫通し、鍔裏面には赤色塗彩がある。

２７～３２は土器片を利用した土製円板で側面調整が著

しく、利用土器片に差異があるがすべて加曽利 E式。

石器は石鏃３、スクレーパー２、打製石斧２１、敲石

１２、剥片２の計４０点が出土し、うち２２点を図化した。

３，６００片が出土したが、９８％は加曽利 EⅠ式である。

（５）１９号住居跡

【位置】調査区の中央近いス－１２、平坦地から斜面地

にかけて立地する。東側は１８号住居跡と重複し、１８号

住居跡より新しい。また、住居覆土中に集石１８が構築

され、北側は溝２により削平される。

【形状】平面形態は隅丸長方形を呈すると思われる。

規模は主軸方位の北西－南東方向で６．０５�、横幅５．７０

�。確認面から床面の深さは９０�である。

【炉】炉は重複した状態で２基検出した。全体規模は

１６０×８２�ある。

炉１は住居中央に位置する。上端幅７２�・深さ１０�

の隅丸方形を呈し、中央部分の３５×３０�のローム面が

被熱で赤化する。赤化部分の周囲１０～２０�が溝状に１０

�ほど深くなっている。

炉２は住居中央やや北寄り、炉１の北側に重複する。

上端幅８２�・深さ１０�の円形を呈し、中央部分の６０×

３５�のローム面が被熱で赤化する。赤化部分の周囲１０

～２０�が溝状に１０�ほど深くなっている。炉１・２と

もにおそらく本来は、赤化していない帯状の溝に石を

第１４６図 神明後遺跡１９号住居跡（１／６０）
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第１４７図 神明後遺跡１９号住居跡炉・埋甕（１／３０）遺物出土状況図（１／６０）

182 第７章 神明後遺跡第２８地点の本調査



埋設した石囲い炉であったと思われる。

【ピット】床面上に８基検出した。P１・２・５・７・９が新

しいピットで P３・４・６はローム混じりの土で埋められ

ており古い。P１・２・７・９の４本が主柱穴と思われる。

柱の間隔は P１－P２間と P９－P７間が２．５�、P７－

P１間は３．０�、P２－P９間が３．５�である。

第７２表 神明後遺跡１９号住居跡ピット一覧表 （単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考
P１ 円形 ３４×３２ ２０×１４ ４９ 土器出土
P２ 円形 ４８×４８ １８×１４ ５８ 土器出土
P３ 円形 ５１×４６ ２２×２０ ５０ 土器出土
P４ 円形 ３６×３０ １５×１０ ２７ 土器出土
P５ 楕円形 ４８×３７ ２１×１８ ３３
P６ 円形 ４６×４０ １６×１４ ５９ 土器出土
P７ 楕円形 ８０×６０ １５×１４ ６５ 土製円盤出土
P８ 不整形 １５５×３２ １４０×２０ １９
P９ 楕円形 ４０×３５ ２８×２０ ２９

【床・壁】壁は垂直に立ち上がり、斜面の高い部分で

５０�ある。床面は平坦である。

【時期】出土土器から加曾利 EⅡ～EⅢ式。

【出土遺物】（第１４８・１４９図）

１は口縁から胴下部までの６０％を残す小深鉢で、口

縁と体部はひとつの文様帯である。櫛状工具による条

線を地文とし、貼付隆帯で蛇行懸垂文と直下懸垂文を

ラフに入れる。２次被熱によるハジケ現象が著しい。

２は口縁から胴上部までの４０％を残す深鉢で、体部

は管状工具による縦位の沈線列で、口縁はゆるい波状

突出部を中心に重弧文をつくり、その中心部に細い貼

付隆帯による蛇行文を垂下させる。覆土上層出土。

３は縦位の沈線による重弧文をもち、その境には口

唇上から細い隆帯をリアルな蛇状に貼付ける。

４は地文撚糸文の中深鉢で、口縁直下に沈線を２本

第１４８図 神明後遺跡１９号住居跡出土土器（１／４）
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